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広報きくち

▼
初
め
ま
し
て
。
今
年
度
よ
り

広
報
担
当
に
な
り
ま
し
た
木
下

と
申
し
ま
す
。
私
は
菊
池
市
民

４
年
目
な
の
で
、業
務
を
通
じ

た
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
場
所
と
の

出
会
い
が
楽
し
み
で
す
。
未
経

験
の
カ
メ
ラ
に
苦
戦
中
で
す
が
、

ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
に
対
し「
こ
れ

見
な
が
ら
お
酒
飲
め
る
か
も
」

と
話
し
て
い
た
先
輩
の
よ
う
に
、

自
分
の
写
真
を
肴
に
お
い
し
い

焼
酎
を
飲
め
る
よ
う
日
々
勉

強
し
て
い
き
ま
す
。　
　

木
下

▼
１
年
た
っ
て
慣
れ
て
き
た
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ

力
不
足
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ベ

ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
で
酒
が
飲
め
る

と
言
っ
た
先
輩
は
一
体
誰
な
の

か
。
果
た
し
て
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ

ト
は
本
当
に
撮
れ
て
い
た
の
か
。

そ
も
そ
も
先
輩
は
お
酒
が
飲
め

る
の
か
。
何
が
本
当
で
何
か
嘘

か
。
目
に
見
え
る
も
の
が
真
実

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
水
の
氷
割

を
お
い
し
く
飲
め
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。　
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旭　公 旭志公民館
旭　図
泗支所

旭志図書館
泗水支所

こ健セ こども健診センター
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

菊文館 菊池市文化会館
児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
菊中図 菊池市中央図書館
菊中公
菊福館

菊池市中央公民館
菊池市福祉会館

菊市所 菊池市役所本庁舎 菊老福 菊池老人福祉センター

わ一館 わいふ一番館

七　公
七　図

七城公民館
七城図書館

菊市広 菊池市ふるさと創生市民広場

旭支所 旭志支所

七支所 七城支所
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日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

26 27 28 29 昭和の日 30 5/1
●リサイクル本販売⑮
～3日
10：00～16：00菊中図

2 
●おはなし会
10：30～菊中図
●おはなし会＆ワーク
ショップ
10：30～七　図

3 憲法記念日 4 みどりの日
◆「城山公園四季の
風景」写真展�
～31日 9：00～17：00
わ一館

5 こどもの日 6 振替休日 7
■弁護士無料相談	
9：00～正午（要予約）
菊市所 総務課
■外国人向け相談
9：30～15：00菊市所 
市長公室
■行政無料相談
10：00～正午菊市所  
■年金出張相談
10：00～15：00（要予約）
菊市所保険年金課

8 9
●リサイクル本販売⑮
～16日
９：00～17：00旭　図
●おはなしのもり	
10：30～菊中図
◆たいそう教室�
10：30～（要申込）
児童セ
◆スポーツ吹矢体験会
�15：00～（要申込）
児童セ

10
◆菊池の恵みフェス
ティバル⑪
10：00～15：00菊市広
◆龍門オープンスタ
ジオ�11：00～16：00
市龍門地域活性化支
援センター
◆にほんご教室 
14：00～菊中図

11 12
◆献血⑲
９：30～11：30
県北広域本部
■年金出張相談
10：00～15：00（要予約）
菊市所保険年金課

13 
■夜間窓口 ～19：００

（要予約）菊市所 市民課

14
■手話通訳者配置
9：00～正午菊市所 
■外国人向け相談
9：30～15：00菊市所 
市長公室

15 16
●えいごのおはなし会
10：30～菊中図
●おはなし会
14：00～旭　図

17
◆にほんご教室 
14：00～菊中図

18 19
■認知症サポーター
養成講座
14：00～（要予約）
菊市所高齢支援課

20
■弁護士無料相談
9：00～正午（要予約）
七　公総務課
●おはなしポケット	
11：00～こ健セ
■男女共同参画専門
委員相談�
13：30～16：30（要予約）
菊市所人権啓発・男女
共同参画推進課

21
■もの忘れ相談会�
14：00～16：00（要予約）
菊市所高齢支援課

22
◆献血⑲
９：30～11：00
12：15～16：00菊市所
●おはなしの部屋
11：00～こ健セ

23
◆リフレッシュヨガ�
10：30～児童セ
●おはなしのもり	
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会	
10：30～泗　図

■夜間窓口 ～19：００
（要予約）菊市所 市民課

24
◆にほんご教室 
14：00～菊中図

25
◆献血⑲
９：30～11：45
13：00～16：00
県北広域本部
■納付相談夜間窓口�
～29日 ～20：00

（要予約）菊市所
債権管理課

26
■年金出張相談
10：00～15：00（要予約）
菊市所保険年金課

27
■事業承継個別相談
会� 9：30～16：30

（要予約）菊中公
市商工会
●赤ちゃんおはなし会
10：30～菊中図
■認知症介護家族の
つどい�13：30～15：30

（要予約）菊老福
■夜間窓口 ～19：００

（要予約）菊市所 市民課

28
■手話通訳者配置
9：00～正午菊市所 
■外国人向け相談
9：30～15：00菊市所 
市長公室

29
◆里親講座� 
18：30～19：30菊中公

30
●おはなし会
10：30～菊中図

31
◆にほんご教室 
14：00～菊中図

6/1 2 3
■夜間窓口 ～19：００

（要予約）菊市所 市民課

4
■外国人向け相談
9：30～15：00菊市所 
市長公室

5 6５月24日㈰
大事な投票を忘れずに
菊池市議会議員一般選挙

５月10日㈰
菊池の特産品が大集合！
菊池の恵みフェスティバル



Contents ～今月号の掲載項目～

今月の表紙
４月１７日に菊池渓谷で山開
きが行われました。菊池渓
谷を美しくする保護管理協
議会や関係者ら約３０人が参
加し、にぎわいと安全を祈
願。川辺保育園の園児によ
る合唱や出席者によるテー
プカットも行われました。今
年から、入山時の維持管理
協力金（高校生以上）は500
円、駐車場料金は無料です。

３ 菊池市議会議員一般選挙

４ 令和８年度 予算のあらまし
6 第3次菊池市総合計画［後期基本計画］を

策定しました
8
9

菊池ふるさとかるたデジタル版が完成！
菊池市消防団幹部を紹介します

10
11

2026きくち桜マラソン大会
菊池の恵みフェスティバル

12
13

健康だより 良い睡眠を取りましょう／歯ッピーキッズ
国民年金情報／手話ミニ講座／介護予防ミニ講座

14
15

文芸きくち
KiCROSSだより

１6

１7

人権・同和教育シリーズ
はい！ こちら菊池市消費生活センターです！
深堀り！ 菊池川流域日本遺産エピソード
交流の絆／地域おこし協力隊通信

18

～

情報つう
▼お知らせ　職員人事異動（４月１日付）係長級以上／５月の「税」
の納期限６月１日㈪／経済センサス活動調査を実施します／繁殖期
の野鳥保護と指導取締強化月間／危険空家の解体・撤去費用を補助
します／緑化推進事業費を補助します／献血のお知らせ／体や精神
に障がいがある人の軽自動車税減免／文化財保存整備費を補助し
ます／Kumarry（クマリー）で出会いをサポートします／農地および
農業用施設の災害復旧制度
▼募集　民間施設のクーリングシェルターを募集します／シニア美
術展の作品を募集します／第27回菊池ふれあいレガッタ大会参加
者募集／社会体育施設プール監視員募集／菊池市職員採用試験（夏
試験）／ロード・クリーン・ボランティア協定団体を募集します
▼相談　ひとりで悩まないで男女共同参画専門委員相談／事業承
継個別相談会／もの忘れ相談会／認知症介護家族のつどい／就職
無料相談会／予約制による納付相談夜間窓口を開設します
▼講演・講習・教室　市民講座「親子ｄｅ共同参画のススメ」／里
親講座／点訳・朗読（音訳）奉仕員養成講座
▼イベント　龍門オープンスタジオを開催します／遊ぼう・学ぼう
児童センター／わいふ一番館展示ギャラリー

２3 市民の広場

24
25

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

26 TOPICS～まちの話題～
30
31

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー／菊池市赤ちゃんの駅登録施設紹介

※�読み取りができないときは、他の二次元コードを隠して読み取ってください

菊池市の情報発信

菊池市の公式アプリケーション

きくち防災・行政ナビ

ホームぺージ フェイスブック エックス インスタグラム

菊池市ごみ分別アプリ

android androidiPhone iPhone

令和８年３月末の人の動き

総人口：46,403人 －19
　菊池：22,985人 12
　七城： 4,848人 －33
　旭志： 3,933人 10
　泗水：14,637人 －8
男　性：22,349人 －3
女　性：24,054人 －16
外国人： 1,609人 20
世　帯： 21,090世帯 117

年齢別人口 
0 ～14歳 5,442人 11.7%
15～64歳 24,844人 53.6%
65歳以上 16,117人 34.7%

自然増減 社会増減
出  生：26 転  入：400
死  亡：65 転  出：390

人　口 前月比

投票に参加しましょう！
　投票所はスロープの設置な
どにより段差がなく、安全か
つ安心して投票できます。

菊池市議会議員一般選挙
【問い合わせ先】 菊池市選挙管理委員会 ☎0968（25）7201

５月24日㈰ 午前7時～午後7時
５月17日㈰

投票日
告示日

投票区 投票所 区　　　域
第1 熊本県県北広域本部 上町、立町、高野瀬
第2 ふれあい交流センター 袈裟尾、玉祥寺、遊蛇口、稗方、堀切

第3 菊池市役所本庁舎
中町、下町、切明、立石、迎町、中央
通、横町、正院町、栄町、北原、大琳
寺、北宮

第4 文化会館 西正観寺、東正観寺、片角、亘、築地

第5 藤田公民館 神鶴、菊池松島、日向、柿木平、中原、
藤田、下木庭、上木庭

第6 旧水源支館
菊池佐野、鍋倉、原細永、日生野、伊
牟田、滝黒仁田、木佐木、下組、塚原、
長六、岩平

第7 水迫里山の家 戸城、永山、伊野、杉生、木護、柏、鉾
の甲、生味、古川、立門

第8 龍門体育館 寺小野、染土、長野、龍門1、雪野、小
木、中山、鳳来、穴川

第9 迫間支館
西迫間、七坪、市野瀬、中野瀬、太田、
東迫間、戸豊水、大柿、菊池平野、茂
藤里、篠倉、伊倉、道園、金峰

第10 西部市民センター
深川、上長田、野間口、神来、上西寺、
中西寺、下西寺、辻、南古閑、北古閑、
東原

第11 花房小学校体育館 村田、下長田、大塚、上出田、下出田、
植古閑、広瀬、木柑子、花房台

第12 旧戸崎支館 今、甲森北、乙森北、上古閑、上赤星、
下赤星

第13 七城老人福祉
センター

山崎、上水次、下水次、岡田、流川、
辺田、台、瀬戸口、居屋敷の里

第14 七城公民館
荒牧、高田、五海、西郷、西郷従業員
住宅、砂田西団地、羽根木、蟹穴、戸
田島、七城田中、本村、加恵

投票期間 ところ

５月18日㈪

～

23日㈯

▶市役所本庁舎 １階会議室
▶七城支所 会議室
▶旭志支所 会議室
▶泗水支所 １階会議室

投票区 投票所 区　　　域

第15 七城体育館 甲佐町、新古閑、清水、宮園、菰入、
間所、雇用促進住宅、岩瀬、前川

第16 リバーサイドパーク
板井、梶迫、林原、元村、新村、打越、
内島、小野崎、大尺、七城松島、上橋
田、下橋田

第17 岩本公民館 小川、姫井、九の峰、楠原、岩本、岩
本住宅、伊萩

第18 高柳集落センター 北桜ヶ水、南桜ヶ水、平、高柳、湯舟、
小原、高柳住宅

第19 旭志小学校体育館 妻越、津留、高永、伊坂、大迫、特養
あさひが丘荘、新明団地

第20 川辺コミュニティ
センター

片川瀬、尾足、川上、川下、出分、川
辺南、あさひが丘

第21 泗水支所

薬師、上高江、福本一、福本二、泗水
社、田吹、福本団地、東原団地、村吉、
富、富出分、泗水田中、竹の下、迫田
団地、堂迫団地、北原団地、久米二、
久米一、三万田

第22 泗水東小学校体育館 永、永出分、富納、泗水苑、飛熊、上
住吉、南住吉、北住吉、南山手

第23 泗水西小学校体育館
田島一、田島二、猪の目、岡、泗水平
野、井戸方、泗水佐野、糠泉、辰頭東
団地、辰頭西団地、サニーサイド、田
島団地、高江、高江出分

第24 泗水B&G
海洋センター体育館

老人ホーム、富の原中央、富の原台、
富の原東、ミライアル第1寮、菊池園、
富の原北、菊農高寮、富の原一、富の
原西、朝日団地、富の原団地

第25 泗水第2体育館
桜山一、桜山二、桜山三、桜山四、桜
山五、桜山六、桜山七、桜山八、桜山
九、永南

投票所一覧

期日前投票 【投票時間】午前８時30分～午後８時

投
票
で
き
る
人

　

令
和
８
年
５
月
16
日
㈯
調
製
の

菊
池
市
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
。

投
票
所
入
場
券

　

入
場
券
は
、告
示
日
以
降
に
各

有
権
者
へ
郵
送
し
ま
す
。
投
票
の

際
に
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券
を
忘
れ
た
り
、紛

失
し
た
り
し
た
場
合
で
も
投
票
で

き
ま
す
。

期
日
前
投
票・不
在
者
投
票

■
期
日
前
投
票

　

菊
池
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
て
、本
市
で
投
票
す
る
人
。

�

■
不
在
者
投
票

▼
他
の
市
町
村
で
投
票
す
る
人
。

▼�

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
投

票
す
る
人
。

�

■
郵
便
投
票

▼�

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

人
。

▼�

要
介
護
者
で
要
介
護
状
態
区
分

が「
要
介
護
５
」の
状
態
の
人
。

（
郵
便
等
投
票
証
明
書
が
必
要
）

そ
の
他

▼�

選
挙
公
報
は
区
長
を
通
じ
て
、

各
戸
へ
配
布
し
ま
す
。

▼�

選
挙
当
日
は
入
場
券
に
記
載
さ

れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

▼�

当
日
は
開
票
速
報
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　「菊池市空き家バンク」とは、市内の利活用
可能な空き家や空地の情報を、移住・定住を
希望する人へ紹介する制度です。空き家や
空地をお持ちの人はご相談ください。

※�登録には条件があります。詳しくはお問い合わ
せください

登録無料 成約実績多数

市ホームページで情報発信

家財があっても登録可
売買成立後に奨励金あり

【問い合わせ先】地域振興課集落定住支援室
☎0968（25）7250

　熊本県立大学と共同で「いえの手帳（簡易
版）」を作成しました。登記情報や
相続に関することが整理できます。
空き家になることを防ぐためにも
ご活用ください。 ホームページ

詳細は
こちらから

3 22026 May広報きくち2026 May広報きくち



令
和
８
年
度
の
当
初
予
算
は
、物
価
や
人
件
費
の
高
騰
が
依
然
と
し
て
続
く
厳
し
い
状
況
の
中
、市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
施
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、「
第
３
次
菊
池
市
総
合
計
画
」に
基
づ
く
将
来
像

の
実
現
に
向
け
、着
実
な
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、財
政
健
全
化
に
配
慮

し
な
が
ら
、最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
生
み
出
す
よ
う
、財
源
や
人
財
な
ど
の
資
源
を
有
効
活
用
し
、

各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
財
政
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
２

令和８年度

歳 出［ 目的別 ］ ［ 性質別 ］

グ
ラ
フ
で
見
る
本
年
度
の
予
算

歳 入円グラフは「歳
入」「歳出（目的
別・性質別）」を
表しています。 総額316億５千万円 総額316億5千万円

予
算
の
あ
ら
ま
し歳 入

■�自主財源　地方公共団体が自らの権能に基
づいて自主的に収入するもの

■�依存財源　国や県の意思決定に基づき収入
されるもの

■�市税　市民税や固定資産税など市民の皆さ
んからの税金

■�地方交付税　地域ごとの状況の違いを調整
す�るため国税の一部から交付されるお金

■�国庫支出金・県支出金　特定事業に対し国・県
から使いみちを指定して交付されるお金

■繰入金　基金から一般会計に組み入れるお金
■�市債　長期間利用される市の施設をつくるた

めなどに借り入れるお金

知っておきたい

歳 出
■�義務的経費　人件費、扶助費、公債費を合わ

せた、毎年必ず支出が必要となる費用
■人件費　職員の給料や退職金などの費用
■�扶助費　保育所の運営、生活保護、子どもの

ための手当て、医療費の援助などの費用
■�公債費　過去の借入金に要する返済のため

の費用
■�普通建設事業費　道路工事や施設などを建

設する事業に要する費用
■�物件費　消耗品や備品などに要する経費、委

託料、光熱水費など
■�補助費等　公益的な事業などに対しての補

助金や負担金など
■�繰出金　一般会計から特別会計などに支出

する経費

扶助費
25.1%
79億2867万円民生費

37.6%
119億1087万円

市税 19.8%
62億7713万円

分担金、負担金、
使用料など
12.8%
40億4002万円

国庫支出金
16.6%
52億4053万円

県支出金 9%
28億6279万円

地方債 7.4%
23億3千万円

地方交付税 28%
88億5千万円

地方譲与税等 6.4%
20億4953万円

総務費
11.9%
37億7314万円 教育費

 11%
34億8275万円

公債費 10.3%
32億7268万円

土木費 10.4%
32億7972万円

農林水産業費 5.7%
17億9782万円

衛生費 6%
18億9230万円

義務的
経費
51%

その他の
経費
38.9%

自主財源
32.6%

依存財源
67.4% 投資的

経費
10.1%

人件費
15.6%
49億3492万円

公債費
10.3%
32億7268万円

普通建設事業費
10.1%
31億9381万円

補助費等
16.5%
52億3257万円

物件費 14.6%
46億1341万円

繰出金 5%
15億8108万円

維持補修費 0.3%
1億856万円 その他 0.7%

2億3200万円
積立金 1.8%
5億5230万円消防費 3.1%

9億6600万円

商工費 3.2%
10億1850万円

議会費 0.6%
1億9820万円

その他 0.2%
5802万円

財 政 語用

5
つ
の
主
要
施
策

1
産
業
と
経
済

【
農
業
振
興
】　

独
自
の
新
規
農
業
就

業
奨
励
金
の
交
付
を
は
じ
め
、
国
の
支

援
制
度
な
ど
を
活
用
し
た
新
規
就
農
者

の
確
保
と
優
れ
た
農
業
者
の
育
成
を
進

め
る
と
と
も
に
、
先
端
技
術
を
活
用
し

た
ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進
し
、
生
産
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
「
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」
や
「
環
境
王
国
菊

池
農
業
生
産
基
準
」
の
取
り
組
み
に
よ

り
、有
機
農
業
を
は
じ
め
と
す
る
環
境

に
や
さ
し
い
農
業
を
推
進
し
ま
す
。

【
商
工
振
興
】　
新
た
な
経
済
循
環
の
創

出
・
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
人
財
育

成
が
重
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
「
き
く

ち
起
業
塾
」や「
き
く
ち
未
来
創
造
塾
」

を
通
し
て
人
財
を
育
成
し
ま
す
。

【
観
光
振
興
】　

菊
池
温
泉
街
に
つ
い
て

は
、宿
泊
施
設
の
高
付
加
価
値
化
改
修

充
実
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、
利
用
希

望
者
が
増
加
し
て
い
る
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
お
い
て
も
、待
機
児
童
が
発
生
し

な
い
よ
う
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
ま
す
。

【
健
康
づ
く
り
】　
「
第
３
次
健
康
増
進

計
画・
食
育
推
進
計
画
」に
基
づ
き
、市

民
の
健
康
を
守
る
た
め
の
施
策
を
総
合

的
に
推
進
し
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
切
れ
目
な
い
支
援
や
健
康
を
維
持・

増
進
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
、健
康

寿
命
の
延
伸
を
図
り
ま
す
。

【
高
齢
者
福
祉
の
充
実
】　
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

日
常
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
充
実

や
、通
い
の
場・
サ
ロ
ン
を
活
用
し
た
健

康
教
育
な
ど
に
よ
る
介
護
予
防
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
の
相
談
体
制

整
備
と
早
期
発
見・介
入
が
で
き
る
よ
う

に
総
合
的
支
援
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

4
自
然
環
境
と
暮
ら
し
の
基
盤

【
地
下
水
保
全
】　
「
地
下
水
中
の
硝
酸

性
窒
素
対
策
に
関
す
る
本
市
実
施
計

画
」に
基
づ
き
、水
質・
水
量
の
両
面
か

ら
安
全・
安
心
な
地
下
水
の
保
全
に
努

め
ま
す
。
中
で
も
、
七
城
地
区
に
お
け

る
水
質
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
熊
本

大
学
と
の
共
同
研
究
事
業
に
継
続
し
て

取
り
組
み
、硝
酸
性
窒
素
な
ど
の
分
析

結
果
に
基
づ
い
て
関
係
機
関
と
連
携
し

た
水
質
改
善
対
策
を
進
め
ま
す
。

【
防
災・
消
防
体
制
の
充
実
】　

熊
本
地

震
か
ら
10
年
を
迎
え
、さ
ら
な
る
防
災

力
の
充
実・強
化
を
図
る
た
め
、災
害
対

応
備
蓄
品
の
整
備
や
民
間
を
活
用
し
た

協
力
体
制
の
構
築
を
引
き
続
き
進
め
ま

す
。
ま
た
、地
区
防
災
説
明
会・出
前
講

に
対
す
る
補
助
や
旅
館
経
営
の
基
盤

強
化
の
他
、将
来
の
景
観
整
備
に
備
え

景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、ご
当
地
グ
ル
メ
の
面
的
拡
充
に
よ

り
食
の
魅
力
を
高
め
、温
泉
街
全
体
の

リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
推
進
し
ま
す
。

　

特
に
観
光
地
域
づ
く
り
の
推
進
母
体

と
な
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
本
格
的
に
動
き
出
し

ま
す
の
で
、
運
営
を
支
援
し
、
官
民
が

連
携
す
る
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く

り
の
体
制
整
備
を
進
め
ま
す
。

2
教
育
と
文
化

【
学
校
施
設
】　

熱
中
症
対
策
と
指
定

避
難
所
の
機
能
強
化
の
た
め
、中
学
校

体
育
館
な
ど
に
空
調
設
備
設
置
を
進
め

ま
す
。
ま
た
「
菊
池
市
学
校
施
設
等
長

寿
命
化
計
画
」に
沿
っ
て
、七
城
小
学
校

と
七
城
中
学
校
の
整
備
に
向
け
た
基
本

構
想
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
す
る
と

と
も
に
、旭
志
中
学
校
の
耐
力
度
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

座・
総
合
防
災
訓
練
な
ど
に
よ
る
自
助・

共
助・
公
助
の
連
携
お
よ
び
防
災
士
の

育
成・
活
用
な
ど
、
災
害
に
強
い
安
全・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
市
道
整
備
】　
道
路
改
良
、舗
装
補
修
、

側
溝
整
備
、橋
り
ょ
う
修
繕
な
ど
を
引
き

続
き
実
施
し
、
市
民
生
活
に
お
け
る
安

全
確
保
と
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

【
交
通
体
系
の
整
備
】　
「
菊
池
市
地
域

公
共
交
通
計
画
」
に
基
づ
き
、
既
存
路

線
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
利
便
性
の
向

上
や
新
た
な
交
通
体
系
の
検
討
を
行
う

な
ど
、
市
の
実
態
に
合
っ
た
持
続
可
能

な
地
域
公
共
交
通
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

5
市
政
運
営

【
市
政
の
推
進
】　
「
市
長
と
語
る
会
」

を
は
じ
め
、
各
種
懇
談
会
や
市
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
、市
民
の
ニ
ー
ズ
や

意
見
を
把
握
し
、
政
策
へ
の
反
映
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、多
く
の
人
に
本
市
の
魅

力
や
必
要
な
情
報
な
ど
を
広
く
届
け
る

た
め
、
広
報
紙
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
た
情

報
発
信
な
ど
、広
報・広
聴
活
動
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

予
算
の
規
模

　
令
和
8
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、前

年
度
比
４・２
％
増
の
３
１
６
億
５
千
万

円
で
す
。

●
歳
入　

自
主
財
源
で
あ
る
市
税
は
、

市
民
税
の
増
収
な
ど
に
よ
り
、前
年
度

か
ら
４・９
％
の
増
加
を
見
込
み
ま
し
た
。

国・
県
な
ど
の
特
定
財
源
お
よ
び
地
方

交
付
税
な
ど
を
加
え
て
も
不
足
す
る
歳

出
に
見
合
う
財
源
に
つ
い
て
は
、将
来
の

【
学
校
給
食
】　

安
全・
安
心
な
給
食
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
元
産
の
農
林

畜
産
物
を
活
用
し
た
食
育
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、小
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、

国
が
行
う
給
食
費
の
負
担
軽
減
策
に

上
乗
せ
し
て
市
が
独
自
に
支
援
を
行
い
、

完
全
無
償
化
を
図
り
ま
す
。

【
公
民
館
事
業
】　

公
民
館
主
催
講
座

の
充
実
に
よ
り
、
生
涯
に
わ
た
り
学
び

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。
ま
た「
キ
ク
ロ
ス
カ
レ
ッ
ジ
」

や
「
生
涯
学
習
人
財
認
証
制
度
」
の
拡

充
お
よ
び
認
証・登
録
し
た
生
涯
学
習
マ

イ
ス
タ
ー
の
活
動
を
調
整
す
る「
ま
ち
づ

く
り
支
援
ネ
ッ
ト
」の
充
実
を
図
り
、「
学

び
と
活
動
の
循
環
」を
創
出
し
ま
す
。

3
子
育
て
と
健
康
福
祉

【
子
育
て
支
援
】　
2
カ
所
目
の
病
児
保

育
施
設
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
障
が

い
児・
医
療
的
ケ
ア
児
を
含
む
、保
育
を

必
要
と
す
る
児
童
の
受
け
入
れ
体
制
の

健
全
な
財
政
運
営
を
検
証
し
、財
政
調

整
基
金
を
15
億
４
４
０
０
万
円
取
り
崩

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

●
歳
出　

補
助
費
等
は
、
学
校
給
食

食
材
費
補
助
金
や
企
業
誘
致
促
進
補

助
金
な
ど
に
よ
り
前
年
度
か
ら
２
％
増

の
52
億
３
２
５
７
万
円
、
物
件
費
は
一

般
廃
棄
物
運
搬
処
分
委
託
や
ふ
る
さ

と
納
税
推
進
委
託
に
よ
り
４・
９
％
増

の
46
億
１
３
４
１
万
円
、普
通
建
設
事

業
費
は
玉
祥
寺
橋
の
架
け
替
え
工
事
や

泗
水
図
書
館
改
修
工
事
、
文
化
財
収

蔵
施
設
改
修
工
事
な
ど
に
よ
り
前
年

度
か
ら
21
％
増
の
31
億
９
３
８
１
万
円
、

公
債
費
は
前
年
度
か
ら
３・
８
％
減
の

32
億
７
２
６
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

ホームページ
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第3次菊池市総合計画
［後期基本計画］を策定しました

菊池市が目指す将来像を実現するため、令和８年
度から４年間の「第3次菊池市総合計画後期基本
計画」がスタートします。

【問い合わせ先】 市長公室政策企画係 ☎0968（41）4488

　
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会

経
済
情
勢
や
、多
様
化
す
る
地
域

課
題
・
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、分
野
横
断
的
に
取
り
組
む

４
つ
の
項
目
を
定
義
し
て
い
ま
す
。

　

視
野
を
広
げ
て
、さ
ま
ざ
ま
な

課
題
や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、

よ
り
効
率
的
・
効
果
的
か
つ
総
合

的
な
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
菊
池
市
総
合
計
画
の
詳
し
い
内

容
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

わ
た
り
審
議
を
行
い
、計
画
の
策

定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、行
政
だ
け
で
な
く

市
民
一
人
一
人
が
ま
ち
づ
く
り
の

主
役
と
な
り
、共
に
未
来
を
創
る

た
め
の
指
針
と
し
て
、市
民
と
考

え
た
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

計
画
を
策
定
す
る
過
程
で
、市

民
３
千
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、市
民
が
求
め
る
ま

ち
の
姿
や
各
施
策
に
対
す
る
重
要

度
・
満
足
度
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、客
観
的
な
デ
ー
タ
か
ら

地
域
の
長
期
的
な
変
化
や
課
題
を

整
理
し
た「
菊
池
市
版 

地
域
の
未

来
予
測
」を
基
に
、市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。「
市
の
将
来

の
あ
り
た
い
姿
」や「
そ
の
実
現

の
た
め
に
必
要
な
施
策
」に
つ
い

て
対
話
を
重
ね
ま
し
た
。

　
市
民
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
た

総
合
計
画
策
定
審
議
会
で
は
、こ

れ
ら
の
取
り
組
み
か
ら
見
え
て
き

た
市
民
の
声
を
基
に
、全
６
回
に

市
民
と
共
に
考
え
る

４
つ
の
横
断
的
に

取
り
組
む
項
目

SDGsカードゲームを使った市民ワーク
ショップ

本市の魅力を市内外に広くPRし、若者や子育て世代を中心とした
移住者の受け入れや転出者の抑制を行うことで、人口規模の維持
を図り、将来にわたって住み続けられるまちづくりを目指します。

市民協働のまちづくりを加速させるため、多様な主体が協働・連携
し、多世代交流や地域のつながり、支え合いを深め、さらには地域
活性化の取り組みを進めます。性別や年齢、国籍などに関係なく、
協働して暮らしやすいまちづくりを推進します。

日常生活に関わるあらゆる分野でデジタル技術を活用し、誰もが
デジタル技術の恩恵を享受できる地域社会の実現を目指します。

SDGs のゴールを各施策に設定し、SDGs の理念や手法を取り入
れた施策の展開を図るとともに、SDGsの普及啓発に向けて、市民
などが実施するSDGsの取り組みとの連携を強化します。

　

総
合
計
画
は
、市
政
運
営
に
お

け
る
最
上
位
の
計
画
で
、行
政
が

携
わ
る
全
て
の
分
野
に
お
け
る
主

要
な
施
策
の
長
期
的
な
方
針
を
示

す
も
の
で
す
。
各
部
署
の
事
業
は
、

こ
の
計
画
の
方
針
に
基
づ
い
て
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

後
期
基
本
計
画
は
、５
つ
の
政

策
分
野
に「
15
の
あ
り
た
い
姿
」

と「
30
の
施
策
」で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

市
が
掲
げ
る
将
来
像
に
は
、将

来
に
わ
た
っ
て
夢
や
希
望
を
持
つ

こ
と
が
で
き
、誰
も
が
住
み
た
く

な
る
よ
う
な
ま
ち
。
さ
ら
に
、多

く
の
人
が
集
い
、働
き
、遊
び
、多

様
な
交
流
が
生
ま
れ
、市
民
が
豊

か
な
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
を
目
指
す
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
と
は

目
指
す
将
来
像

■計画の位置づけ

第3次菊池市総合計画
（まち・ひと・しごと創生総合戦略）

第２期SDGs未来都市計画、定住自立圏共生ビジョン
将来像の実現を加速化

■計画の構成 ■計画期間

■市の現状

■市民が求めるまちの姿■４つの横断的に取り組む項目

計画の方向性や主な施策を示
すとともに、計画推進にあたっ
ての考え方を示しています。

目指すまちの「ありたい姿」を
将来像として位置づけています。

●観光振興ビジョン
●農業振興地域整備計画
●こども計画
●地域福祉計画

●健康プラン
●地域防災計画
●環境基本計画
●教育振興基本計画

●男女共同参画計画
●第五次行政改革大綱
●人財育成ビジョン

など

令和４年度 令和８年度 令和11年度

施策を推進するための具体的
な事業、予算などを示してい
ます。

政策・施策基本計画

事業実施計画

将来像基本構想 基本構想（８年間）

前期基本計画
（４年間）

実施計画

実施計画

実施計画毎年見直し

2020年 2020年2045年 2045年

毎年見直し

後期基本計画
（４年間）

進む人口減少 高齢化の進行

安全・安心に暮らせるまち

福祉が充実したまち

交通環境が整ったまち

子育てしやすいまち

自然豊かなまち

ホームページ

人口減少への対応

市民協働と多文化共生

デジタル、DX化の推進

SDGｓの推進

■市の将来像とまちづくりのための3つの柱

まちづくりのための3つの柱

人 経 済

市民協働と
人財育成

地域資源を生かした
経済活性化

　主人公は私たち市民です。地
域の魅力を高めるため、まちづ
くりについて市民とともに考え、
市民主導による新しい地域社会
をつくります。

自 然

自然環境の
保全と再生

　受け継がれてきた美しい自然
を次の世代に引き継いでいくた
め、市民主体の取り組みをさら
に広げ、みんなでこの自然を守
り、育てます。

　さまざまな社会の変化に的確
に対応するとともに、地域資源
を最大限に活用し、将来にわたっ
て豊かに暮らすことができる持
続可能なまちづくりに努めます。

人と自然が調和し 希望と活力に満ちた『癒しの里』きくち将来像
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【問い合わせ先】  防災交通課  ☎0968（25）7203

団長　坂
さか

井
い

北
ほく

斗
と

分  団 分団長 団員数 区  域

第１分団 森
もり

上
がみ

翔
しょう

太
た 136 上町、中町、下町、切明、迎町、中央通、横町、立町、正院町、栄町、東正観寺、西正観寺、亘、築地、高野瀬

北原、立石、片角、堀切、稗方、遊蛇口、袈裟尾、玉祥寺
第２分団 松

まつ

本
もと

慎
しん

也
や 65 菊池松島、神鶴、柿木平、日向、中原、藤田、上木庭、下木庭

第３分団 有
あり

田
た

　剛
つよし 98 鍋倉、菊池佐野、原細永、日生野、伊牟田、永山、伊野、杉生、木護、柏、戸城、鉾の甲、下組、長六、塚原、岩平

第４分団 渡
わた

邉
なべ

義
よし

博
ひろ 61 雪野、寺小野、染土、長野、龍門1、小木、鳳来、穴川

第５分団 岩
いわ

永
なが

健
たけ

志
し 92 東迫間、西迫間、市野瀬、中野瀬、七坪、太田、戸豊水、大柿、菊池平野、茂藤里、篠倉、伊倉、道園、金峰

生味、立門、木佐木、滝黒仁田、古川

第６分団 中
なか

原
はら

達
たつ

郎
ろう 107 辻、上西寺、中西寺、南古閑、北古閑、下西寺、神来、野間口、東原、深川、大琳寺、北宮、大塚、村田

上長田、下長田
第７分団 米

よね

川
かわ

賢
けん

一
いち 99 上出田、下出田、広瀬、植古閑、木柑子、花房台、今、甲森北、乙森北、上古閑、上赤星、下赤星

第８分団 石
いし

渕
ぶち

勇
ゆう

太
た

郎
ろう 66 山崎、上水次、下水次、岡田、流川、辺田、荒牧、台、瀬戸口、高田

第９分団 出
で

口
ぐち

正
まさ

輝
き 97 甲佐町、新古閑、清水、宮園、菰入、間所、戸田島、七城田中、本村、加恵、五海、西郷、羽根木、蟹穴

第10分団 坂
さか

本
もと

　勝
すぐる 67 岩瀬、前川、板井、梶迫、林原、元村、内島、打越、新村、小野崎、大尺、七城松島、上橋田、下橋田

第11分団 松
まつ

本
もと

竜
りゅう

治
じ 124 津留、小原、高柳、湯舟、北桜ケ水、南桜ケ水、平、小川、姫井、楠原、九の峰、岩本、伊萩

第12分団 三
み

池
いけ

祐
ゆう

一
いち

郎
ろう 90 妻越、大迫、高永、伊坂、川上、川下、出分、あさひが丘、川辺南、片川瀬、尾足

第13分団 甲
か

斐
い

規
き

一
いち

郎
ろう 100 薬師、上高江、竹の下、福本二、福本一、田吹、富出分、泗水田中、富、朝日団地、村吉、富の原中央

富の原台、富の原東、富の原北、富の原一、富の原西

第14分団 松
まつ

永
なが

廣
ひろ

秋
あき 69 永出分、桜山一、桜山二、桜山三、桜山四、桜山五、桜山六、桜山七、桜山八、桜山九、富納、永、永南

南住吉、上住吉、北住吉、飛熊
第15分団 田

た

中
なか

泰
やす

裕
ひろ 79 久米一、久米二、三万田、高江、高江出分、田島一、田島二、猪の目、岡、泗水平野、井戸方、泗水佐野、糠泉

本部機動隊・女性消防隊 75 市内全域
計 1,434 団長・副団長含む

▼各分団

菊池市消防団幹部を紹介します
菊池市消防団入団式を開催
　市消防団の入団式が４月12日、総合体育館で行われ、50人の消防団
員が誕生しました。坂

さか

井
い

北
ほく

斗
と

団長は「団員との融和団結、地域の方と密
に交流を図り、防災の第一線として活躍されることを切に願います」と訓
示しました。

防災力強化に向け、新体制スタート

（敬称略）

副団長　松
まつ

山
やま

裕
ひろ

史
し

菊池方面隊長

副団長　木
きの

下
した

　彰
あきら

菊池方面副隊長

副団長　西
にし

口
ぐち

博
ひろ

和
かず

七城方面隊長

副団長　田
た

代
しろ

　誠
まこと

七城方面副隊長

副団長　岩
いわ

根
ね

史
ふみ

明
あき

旭志方面隊長

副団長　谷
たに

田
だ

善
よし

紀
のり

旭志方面副隊長

副団長　菅
かん

　誠
せい

輝
き

泗水方面隊長

副団長　工
く

藤
どう

　誠
まこと

泗水方面副隊長

「
菊
池
ふ
る
さ
と
か
る
た
」と
は

　

市
青
少
年
市
民
会
議
の
活
動
の
中

で
、平
成
19
年
度
に
誕
生
し
ま
し
た
。

菊
池
の
未
来
を
担
う
青
少
年
が
、
自

分
が
生
ま
れ
育
つ
故
郷
に
残
る
多
く

の
名
所
や
旧
跡
、産
物
、伝
説
な
ど
の

「
お
宝
」に
関
す
る
学
習
を
深
め
、故

郷
へ
の
思
い
と
誇
り
を
高
め
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
小
学
生
を
対
象
に

「
ふ
る
さ
と
か
る
た
史
跡
め
ぐ
り
」や

「
か
る
た
大
会
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
史
跡
め
ぐ
り
は
、か
る
た
に
登
場
す

る
場
所
を
ガ
イ
ド
を
交
え
な
が
ら
巡

り
ま
す
。
か
る
た
大
会
は
、令
和
７
年

度
で
15
回
を
迎
え
、毎
年
１
０
０
人
以

上
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
。
熱
気
あ

ふ
れ
る
大
会
と
な
っ
て
お
り
、菊
池
の

歴
史
や
文
化
に
対
す
る
関
心
の
高
さ

を
感
じ
ま
す
。　

　
参
加
し
た
児
童
や

保
護
者
、
ス
タ
ッ
フ

か
ら
は「
菊
池
に
住

ん
で
い
る
け
ど
、
初

め
て
行
っ
た
」「
菊
池
が
さ
ら
に
好
き
に

な
っ
た
」と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

か
る
た
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
き
っ
か
け
に

デ
ジ
タ
ル
版
作
成
へ

　
ふ
る
さ
と
か
る
た
を
活
用
し
、令
和

２
～
４
年
度
に
か
け
て
、社
会
教
育
指

導
員
を
中
心
に
、
菊
池
の
名
所
旧
跡

な
ど
を
訪
ね
、菊
池
ふ
る
さ
と
か
る
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
ま
し
た
。「
隈
府
編
」

「
七
城・
泗
水
編
」「
旭
志・
菊
池
南
部

編
」「
菊
池
北
部・そ
の
他
編
」「
番
外
編

（
か
る
た
に
登
場
し
な
い
名
所
な
ど
）」

の
全
５
巻
で
す
。

　

こ
の
活
動
に
着
目
し
た
熊
本
学
園

大
学
の
境さ

か
い

章あ
き
ら

名
誉
教
授
の
提
案・協
力

に
よ
り
、か
る
た
を
通
し
て
、も
っ
と

菊
池
の
文
化
や
歴
史
、自
然
な
ど
、そ

の
良
さ
を
市
内
外
に
、広
く
、楽
し
く

発
信
し
て
い
こ
う
と
、令
和
７
年
度
に

デ
ジ
タ
ル
版
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
４

月
か
ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
。
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
市

内
小
中
学
校
児
童
生
徒
へ
配
布
す
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
に
搭
載
し
、教
材
と

し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、東
京
大
学
で
開

催
さ
れ
た
全
国
ア
ー
バ
ン
デ
ー
タ
チ
ャ

レ
ン
ジ
２
０
２
５
フ
ァ
イ
ナ
ル
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た（
関

連
28
㌻
）。

楽
し
み
な
が
ら

菊
池
の
魅
力
を
再
発
見

　

菊
池
に
は
た
く
さ
ん
良
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
版
を
体
験
し

て
、楽
し
み
な
が
ら
菊
池
の
良
さ
を
実

感・
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
さ
ら

に
現
地
に
出
向
け
ば
、そ
の
思
い
は
も
っ

と
強
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

そ
の
感
動
を
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん

に
伝
え
、も
っ
と
ふ
る
さ
と
菊
池
を
元

気
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

生
涯
学
習
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

菊池ふるさとかるたデジタル版

1 かるた一覧

句、よみ、読み札、
取り札を一覧で表
示。

2 探訪マップ

かるたに登場する
史跡や文化財を巡
るマップを表示。

3 ルート検索

史跡や文化財への
最適なルートを検索。

4 かるたゲーム

難易度を選ぶこと
が でき、一対一 で
対戦が可能。

5 ジグソーパズル

かるたがパズルに!?
新感覚のゲーム。

菊池ふるさとかるた
デジタル版（ウェブサイト）

菊池ふるさとかるた
デジタル版（ウェブサイト）の

使い方や詳細
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今年も桜マラソンにあわせ、友好都
市の韓国・清

チョン

洲
ジュ

市から交流団が来菊。
10kmと５kmコースに参加しました

【問い合わせ先】 社会体育課 ☎0968（25）7234

コース 部　門 氏　名 記　録

ハーフ
一般男子40歳未満 吉

よし

村
むら

浩
ひろ

徳
のり

1時間9分43秒
一般男子40歳以上 山

やま

内
うち

　務
つとむ

1時間13分05秒
一般女子 田

た

中
なか

友
ゆ

理
り

1時間22分57秒

10km
一般男子40歳未満 犬

いん

童
どう

慧
けい

真
ま

31分37秒
一般男子40歳以上 福

ふく

迫
さこ

　誠
まこと

35分22秒
一般女子 志

し

賀
が

心
ここ

美
み

38分32秒

５km

一般男子40歳未満 西
にし

　優
ゆう

翔
と

15分59秒
一般男子40歳以上 戸

と

谷
たに

圭
けい

佑
すけ

17分29秒
一般女子40歳未満 鹿

かな

子
こ

木
ぎ

歩
あゆみ

18分45秒
一般女子40歳以上 貫

ぬき

薗
ぞの

　綾
あや

22分27秒

コース 部　門 氏　名 記　録

２km

一般男子（高校生以上） 艶
つや

島
しま

　真
まこと

７分5秒
一般女子（高校生以上） 井

い

　成
なる

美
み

８分25秒
中学生男子 嶋

しま

﨑
さき

皇
こう

成
せい

５分48秒
中学生女子 和

わ

田
だ

優
ゆ

来
ら

６分29秒
小学生男子（1年～3年生） 徳

とく

留
どめ

　旬
しゅん

７分12秒
小学生男子（4年～6年生） 板

いた

坂
さか

昌
しょう

磨
ま

６分15秒
小学生女子（1年～3年生） 宮

みや

園
ぞの

唯
ゆい

花
か

７分59秒
小学生女子（4年～6年生） 古

ふる

沢
さわ

果
か

鈴
りん

６分42秒

各部門の優勝者（敬称略）

１
８
５
２
人
が

菊
池
を
駆
け
抜
け
る

　

３
月
22
日
、ふ
る
さ
と
創
生

市
民
広
場
を
メ
イ
ン
会
場
に
開

催
し
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
地
点

に
は
１
８
５
２
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
集
結
。
４
コ
ー
ス
全
18
部
門

で
実
施
し
ま
し
た
。

　

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
出

そ
う
と
タ
イ
ム
を
狙
っ
て
走

る
選
手
の
ほ
か
、親
子
や
友
人

同
士
で
ゆ
っ
く
り
と
ラ
ン
ニ

ン
グ
を
楽
し
む
参
加
者
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
沿
道
や
ゴ
ー
ル

付
近
に
は
多
く
の
観
客
が
並
び
、

そ
の
声
援
に
、ラ
ン
ナ
ー
は
笑

顔
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
も
メ
イ
ン
会
場
に
は
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
並
び
、料
理

で
来
場
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。
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問い合わせ先 保険年金課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８

国民年金は「老齢年金」「障害年金」「遺族年金」の３つの年金があり、“今”
と“将来”を支える大切な備えです。日本に住んでいる20歳以上60歳未
満のすべての人が加入する国民年金の情報をお伝えします。

問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

日中に眠気が強い、目覚めたときにぐっすり眠った感じがしないなど、睡眠を
十分に取れていないと感じることはありませんか。良い睡眠を取るための工
夫を、できることから日常生活に取り入れましょう。

■ 年代別の睡眠時間の目安■ 睡眠を取るためのポイント

参照 ： 厚生労働省「健康づくりのための睡眠ガイド2023」
　　　�厚生労働省「健康づくり日本21アクションシステム～健康づ

くりサポートネット～」知っているようでしらない睡眠のこと

睡
眠
は
健
康
の
基
本

　

睡
眠
は
、子
ど
も
・
成
人
・
高
齢
者

の
い
ず
れ
の
年
代
で
も
、健
康
の
た

め
に
必
要
な
休
養
活
動
で
す
。
良
い

睡
眠
に
は
、睡
眠
の
量（
睡
眠
時
間
）

と
質（
睡
眠
休
養
感
：
睡
眠
で
休
ま
っ

た
感
覚
）が
必
要
で
す
。

　

睡
眠
不
足
は
日
中
の
眠
気
や
疲
労

感
だ
け
で
は
な
く
、
肥
満
・
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、循
環
器
系

疾
患（
高
血
圧
や
心
筋
梗
塞
な
ど
）な

ど
の
発
症
リ
ス
ク
に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
睡
眠
は
、
脳
と

体
を
成
長
さ
せ
る
役
割
も
あ
り
、と

て
も
重
要
で
す
。

睡
眠
時
間
は
足
り
て
い
ま
す
か

　

忙
し
い
毎
日
の
中
で
慢
性
的
な
睡

眠
不
足
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
個

人
差
は
あ
り
ま
す
が
、睡
眠
時
間
の

目
安
は
下
記
㊨
の
と
お
り
で
す
。

良
い
睡
眠
を
取
る
た
め
に
は

　

下
記
㊧
の
年
代
別
の
ポ
イ
ン
ト
を

確
認
し
、で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

生
活
習
慣
や
睡
眠
環
境
な
ど
を
見

直
し
て
も
、睡
眠
に
関
す
る
困
り
事

が
続
く
場
合
は
、睡
眠
障
害
な
ど
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

子 ど も
▶�寝る前のスマートフォンやテレビの利用は控え、寝室に持ち込ま

ないようにしましょう。
▶�登校時や学校など日中に日光を十分に浴びましょう。週末も同じ

時間に起きて日光を浴びましょう。
▶�日中はしっかり運動をし、座ったままにならないよう工夫しましょう。

小中高生は1日60分以上体を動かしましょう。
▶�朝食をしっかり取りましょう。炭水化物＋タンパク質を取ると、集

中力が高まり夜もスムーズに眠りやすくなります。

成 人
▶�就寝前のスマートフォンやパソコン、ゲームの利用は控えましょう。
▶�朝食を取り、寝る前の夜食や間食は控えましょう。
▶�日中はやや速めに歩く、軽い筋力トレーニングなど、中強度の運

動をしましょう。運動は就寝の2～4時間前には終えましょう。
▶�日中のうちにストレスを発散させ、寝る前は心と体を休める時間

を作りましょう。
▶�夕方以降のカフェイン摂取や飲酒、喫煙は控えましょう。寝酒習

慣は睡眠を悪化させます。

高 齢 者
▶�日中の活動と昼夜（活動と休息）のメリハリをつけましょう。日中

はしっかりと体を動かしましょう。
▶�日中は日光を浴びて、寝室は支障のない範囲で暗くし、体内時計

を整えましょう。
▶�昼寝は午後の早い段階で短時間にとどめましょう。
▶�夕方以降のカフェイン摂取や飲酒、喫煙は控えましょう。
▶�寝床で長時間過ごすのはやめましょう。睡眠休養感が低下し、日

中の眠気が高まる可能性があります。

子 ど も

小学生→中学生→高校生へと成長するにつれ、夜
更かしや朝寝坊をしやすくなります。夜更かしが
続くと睡眠不足になり、肥満や学習への影響が出
やすくなります。

成 人

6時間以上
日中に強い眠気に襲われたり、週末に長く寝たり
するのは、睡眠不足のサインです。平日の睡眠不
足を休日に取り戻そうと長時間を確保する「寝だ
め」ですが、実はこの習慣で眠りをためることはで
きません。睡眠習慣の見直しが必要です。

高 齢 者

寝床で８時間以上、過ごさない
必要な睡眠時間は加齢とともに減少し、早寝早起
きの傾向へシフトします。高齢世代では、長い寝
床での時間が健康に影響を及ぼすため、長く寝る
ことより、よく眠れたと感じることのほうが重要です。

岩
いわ

永
なが

大
やま

和
と

（袈裟尾）
岡
おか

本
もと

　諒
まこと

（西寺）
蒲
かま

原
はら

　翠
すい

（四町分）

倉
くら

田
た

一
か

魁
い

（野間口）
黒
くろ

肥
ひ

地
ぢ

陽
はる

仁
ひと

（亘）
津

つ

留
る

紅
あか

莉
り

（西寺）

冨
とみ

田
た

泰
たい

成
せい

（野間口）
平
ひら

山
やま

鈴
り

桜
お

（野間口）
渕
ふち

上
がみ

琥
く

羽
う

我
が

（西寺）

堀
ほり

尾
お

蓮
れん

都
と

（隈府）
松
まつ

岡
おか

芽
め

依
い

（西寺）
山
やま

下
した

惺
せ

楽
ら

（森北）

小
こ

村
むら

　光
ひかる

（砂田）
田

た

中
なか

陽
ひな

翔
と

（吉富）
松
まつ

岡
おか

幸
ゆき

人
と

（吉富）

村
むら

木
き

惟
い

十
と

（福本）
山
やま

口
ぐち

碧
あ

大
お

（豊水）

3月の歯科健診で、むし歯がなかったお子さんを紹介します。
※敬称略。（  ）内の行政区は健診日時点

3歳児健診時「むし歯なし」の子

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」と「
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」と
は

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、ご

自
身
の
年
金
の
情
報
を
手
軽
に
確
認

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
24
時
間
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
、パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、ご
自
身
の
年
金

情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
で
き
る
こ
と

▼�

ご
自
身
の
年
金
記
録
の
確
認

▼�

将
来
の
年
金
見
込
額
の
確
認

▼�

電
子
版「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の

確
認

▼�

年
金
の
支
払
い
に
関
す
る
通
知
書

の
確
認

▼�

国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
通
知

書
の
確
認

▼�

電
子
版「
被
保
険
者
記
録
照
会
回

答
票
」の
確
認

▼�「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
よ
る
追

納
等
可
能
月
数
と
金
額
の
確
認

▼�

通
知
書
の
電
子
デ
ー
タ
を
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
で
受
け
取
る
設
定

▼�

届
書
の
電
子
申
請

そ
の
他
の
便
利
な
機
能

▼�「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
活
用
し

た
納
付
書
に
よ
ら
な
い
納
付

▼�

源
泉
徴
収
票
・
社
会
保
険
料
控
除

証
明
書
な
ど
の
再
交
付
申
請

▼�「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
よ
る
文

書
相
談（
試
行
実
施
中
）

▼�

各
種
届
書
の
作
成
・
印
刷

▼�

持
ち
主
不
明
の
年
金
記
録
の
検
索

▼�

私
の
履
歴
整
理
表
作
成

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」と
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
の
連
携

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
と
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
連
携
す
る
こ
と
で
、便

利
な
機
能
を
利
用
で
き
ま
す
。

▼�

確
定
申
告
や
年
末
調
整
に
必
要
な

通
知
書
を
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
受

け
取
る

▼�

国
民
年
金
の
電
子
申
請
に
必
要
な

情
報
を
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
受
け

取
る

そ
の
他
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で

で
き
る
こ
と

▼�

資
格
取
得（
種
別
変
更
）の
届
出

▼�

保
険
料
免
除
申
請

▼�

保
険
料
学
生
納
付
特
例
申
請

▼�

保
険
料
納
付
猶
予
申
請

▼�

産
前
産
後
免
除
該
当
届

▼�

口
座
振
替
納
付（
還
付
金
振
込
方

法
）申
出

▼�

口
座
振
替
辞
退
申
出

▼�

付
加
保
険
料
納
付（
辞
退
）申
出

※�

詳
し
く
は
日
本
年

金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い 【１・２歳】11～14時間

【3～５歳】10～13時間
【小 学 生】９～12時間
【中・高生】8～10時間

ホームページ

問福祉課障がい福祉係 ☎0968（25）7213

～ 軽度認知障害と認知症の治療 ～ ～ 手話であいさつをしてみよう！ ～
　市では昨年４月、「手話言語の普及及び障がいの
特性に応じたコミュニケーション手段の利用の促進
に関する条例」を制定しました。
　今月から、日常生活で使える簡単な手話をシリー
ズで紹介します。初めての人は、相手の目を見なが
らゆっくり丁寧に行うことを意識してみてください。

こめかみにあてた右
手拳を下ろす
※「朝」「起きる」の手話

人差し指と中指を立
てて額に当てる
※「昼」「正午」の手話

【
協
力
】手
話
サ
ー
ク
ル 

や
ま
び
こ
会

おはよう こんにちは

問高齢支援課地域包括支援係 ☎0968（25）7216

　加齢とともに進行する認知症は、根本的に治療す
る手段は確立されていませんが、投薬やリハビリテー
ションによって、進行を遅らせることは可能です。
　最新の認知症（アルツハイマー病）治療は、早期
診断で治療を開始すると進行を遅らせる効果があり
ます。軽度認知障害（MCI）と軽度認知症の人が対
象で、薬を点滴して治療していきます。アミロイドβ
という脳内老廃物の数が少ないほど、効果が期待で
きます。治療を希望する場合は、病院でのさまざま
な検査が必要になるので、かかりつけ医に相談して
ください。認知症の兆候を見逃さず、早く受診する
ことで、治療効果が高まります。
　また、日頃からの運動（散歩など
の有酸素運動を１日30分以上）・バ
ランスの取れた食事（タンパク質・
ビタミン類を多く取るなど）、質の
良い睡眠を心掛けましょう。

※「献血のお知らせ」は情報つう19㌻に移動しました
13 122026 May広報きくち2026 May広報きくち



中央図書館
七城図書館
旭志図書館
泗水図書館

中央公民館
七城公民館
旭志公民館
泗水公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332
☎ 0968（25）2028

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332
☎ 0968（25）1115

月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日 入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

図 書 館 公 民 館図 書 館 公 民 館

ホームページ

「里」短歌会
菊池短歌会
七城短歌会

万句の里俳句会
旭志文芸教室俳句の会

井芹 ☎090（1342）2151
中尾 ☎0968（37）2578

木原 ☎0968（24）0776
安藤 ☎0968（25）4285
佐々 ☎090（2856）8235

日
経
Ｂ
Ｐ

�2

文
研
出
版

3

山
と
溪
谷
社

1

岩
崎
書
店

4

テーマ「憲法・法律」

中
なか

島
じま

慶
けい

二
じ

・益
まし

子
こ

知
とも

樹
き

／監修

�1 �改訂版 いきもの六法
　�日本の自然を楽しみ、守

るための法律

　生き物に関する法律を種
類や場所など、どの法規制
にかかるのか分類して紹介。

�3 �小学生からのなんでも
法律相談

小
こ

島
じま

洋
よう

祐
すけ

 他／監修
　どうして学校に通うの？ よ
り道しちゃいけないのはな
ぜ？ など、身近な法律の疑
問に分かりやすく答えます。

齋
さい

藤
とう

孝
たかし

／著　
ヨシタケ シンスケ／絵

4�声に出して読みたい小中学
生にもわかる日本国憲法

　９条や基本的人権など、生
きていくために大切な条文
をふりがなつきで紹介。

中
なか

村
むら

真
まこと

／著

�2 ��世にもふしぎな
　 法律図鑑

　ラクダに乗っても飲酒運
転になるの？ 日常にあふれ
るさまざまな疑問を法律で
解き明かします。

リサイクル本販売のお知らせ

　収益は市内の小中学生の「図書通帳」購入費用など
に利用します。

●中央図書館　5月1日㈮～3日㈰㈷
　　　　　　　午前10時～午後4時
●旭志図書館　5月9日㈯～16日㈯
　　　　　　　午前9時～午後5時

　図書館で不要になった本や雑誌を1冊10円で販売
します。ぜひこの機会に図書館に足をお運びください！

　公民館では、利用団体の皆さんから情報を提供し
てもらい、自主サークル一覧表を作成しています。一
覧表は、自主サークル情報を知りたい人が、窓口や
ホームページで見ることができます。
　新規団体はもちろん、すでに情報を掲載中の団体
の皆さんも、内容を更新しますので、情報提供のご協
力をお願いします。

自主サークルに
新しい仲間を増やしませんか？

　公民館に利用団体登録をしている団体で、現在、中
央・七城・旭志・泗水のいずれかの公民館で定期的に
活動している団体。
※これから半年以内に活動を開始する団体も含みます

掲載条件

❶�専用フォーム　専用フォームに必要事
項を入力し、送信  

❷�窓口　自主サークル情報票に記入し、近
くの公民館へ提出

提供方法

専用フォーム

出前講座をご活⽤ください!
　出前講座とは、皆さんが聞きたい・知りたいテーマ
について、市職員の専門知識を生かした講座を、皆さ
んの⾝近なところにお届けするものです。いろいろな
機会に、ぜひご活⽤ください。詳しくは「出前講座メ
ニュー」をご覧ください。

市内在住・在学・在勤で、10人以上の団体対　　象
❶担当課と⽇時や内容を調整
❷�実施予定⽇の20⽇前までに担当課

に申込書を提出

申込⽅法

㈯㈰㈷問わず実施可（年末・年始を除く）
午前9時〜午後10時までの2時間以内

⽇　　時

市内に限ります。
※会場の⼿配や準備は申込者でお願いします

会　　場

無料講 師 料
※�担当課の業務の関係で、⽇時などのご希望

に添えない場合もあります
※�メニューにないものについて希望がある場

合は、ご相談ください ホームページ

七
城
短
歌
会  

３
月
詠
草

「
里
」短
歌
会  

３
月
詠
草

菊
池
短
歌
会  

３
月
詠
草

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  

３
月
詠
草

万
句
の
里
俳
句
会  

３
月
句
会

場所：泗水養生市場
撮影：広報（令和８年4月）

【
俳
句
の
部
】 

最
優
秀
賞

万
句
の
ふ
る
さ
と
菊
池 

（
令
和
７
年
度
）

に
じ
の
は
し
すっ
ぽ
り
は
いっ
た
ぼ
く
の
い
え

た
べ
た
い
な
ば
あ
ば
の
て
づ
く
り
く
り
だ
ん
ご

夏
祭
り
し
ず
か
な
夜
の
帰
り
道

ペ
ダ
ル
漕
ぎ
駆
け
抜
け
る
の
は
青
田
道

【
俳
句
の
部
】 

優
秀
賞

び
わ
池
の
火
の
こ
み
た
い
な
ほ
た
る
の
む
れ

あ
め
の
ひ
に
は
っ
ぱ
に
い
る
よ
あ
か
ガ
エ
ル

【
短
歌
の
部
】 

最
優
秀
賞

し
ぼ
る
手
に
牛
の
温
も
り
感
じ
つ
つ
生
き
る
力
を
も
ら
っ
て
い
る

と
み
お
か
た
け
る（
隈
府
小
１
年
）

さ
か
も
と
ゆ
な（
隈
府
小
１
年
）

西に
し

浦う
ら　
碧あ

お
い（

泗
水
小
６
年
）

宮き
ゅ
う

妃ひ

南な

乃の
（
菊
池
南
中
３
年
）

村む
ら

本も
と　
証あ

か
し（

花
房
小
３
年
）

森も
り

本も
と　
潤じ

ゅ
ん（

泗
水
東
小
２
年
）

青あ
お

木き

心こ
こ

奏な
（
旭
志
中
１
年
）

※
学
年
は
当
時

第
21
代
菊き
く

池ち

重し
げ

朝と
も

公
が
行
っ
た
と
さ
れ
る
「
菊
池
万
句
」に
ち
な
み
、市
教

育
委
員
会
が
県
内
や
姉
妹・
友
好
都
市
の
小
中
学
校
か
ら
俳
句
や
短
歌
を

毎
年
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
選
作
品
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。（
関
連
26
㌻
）

感
動
の
ミ
ラ
ノ
コ
ル
テ
ィ
ナ
冬
五
輪
り
く
り
ゅ
う
の
「
金
」
空
中
に
舞
う

耕た
が
やし
て
ほ
う
れ
ん
草
の
種
を
撒
く
孫
の
好
め
る
オ
イ
ス
タ
ー
炒
め

見
渡
せ
ば
春
の
訪
れ
感
じ
て
る
一
面
広
が
る
菜
の
花
畑

故ふ
る

郷さ
と

に
義い

も
う
と妹
迎
え
四
季
巡
り
約
束
し
た
る
花
見
も
間
近

こ
の
夕
辺
い
く
刻こ

く

す
ぎ
し
か
沈し

み
わ
た
る
贈
ら
れ
し
響き

ょ
う

Ｄ
Ｖ
Ｄ
ド
ミ
ン
ゴ

原
川　
初
江

岩
本
サ
ヨ
子

立
山　
由
佳

坂
本　
　
佳

宮
本　
淑
子

恵
楓
園
納
骨
堂
前
の
古こ

木ぼ
く

に
は
若
き
枝
か
ら
さ
く
ら
花
咲
く

も
う
人
の
戻
ら
ぬ
空
き
家
紅べ

に

椿つ
ば
き

絹
糸
の
様
な
春
の
雨
降
る

春
雷
は
不
意
に
と
ど
ろ
く
鴎か

も
めら
は
吃き

っ

水す
い

の
う
ね
り
に
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず

主あ
る
じ亡
き
犬
小
屋
の
め
ぐ
り
仏
の
座
去こ

年ぞ

と
同
じ
き
花
咲
き
ほ
こ
る

ゆ
う
ぐ
れ
の
さ
く
ら
公
園
手
を
つ
な
ぎ
病
養
う
あ
な
た
と
歩
く

小
堀　
久
男

中
川　
愛
子

怒
留
湯
健
蓉

山
田　
　
博

安
藤　
則
子

お
さ
な
き
日
父
餅
つ
き
し
石
臼
は
庭
の
片
隅
メ
ダ
カ
の
あ
そ
ぶ

薬
局
で
ジ
ャ
ン
ケ
ン
な
せ
る
見
も
知
ら
ぬ
男を

の
児こ

が
別
れ
に
ハ
グ
し
に
来
た
り

ミ
サ
イ
ル
を
深
夜
に
運
ぶ
自
衛
隊
説
明
会
を
開
か
ぬ
ま
ま
に

渡
辺　
光
夫

佐
　々
重
弘

井
藤　
和
俊

行
く
ほ
ど
に
見
渡
す
か
ぎ
り
春は

る

田た

か
な

青
空
の
ふ
と
零こ

ぼ

し
た
る
忘
れ
雪

無
事
卒
寿
過
ぎ
て
下し

た

萌も
え

踏
む
一
歩

も
つ
れ
て
は
と
け
つ
つ
風
の
柳
の
芽

婿
殿
に
娘
恃た

の

む
と
燗
熱
く

春
の
雨
蕾つ

ぼ
み濡
ら
し
て
落
つ
る
音

紅
白
の
梅
の
香
ふ
ん
わ
り
散
歩
道

菊
根
分
け
花
壇
作
り
に
余
念
な
く

気
が
付
け
ば
川
面
は
静
か
鳥
帰
る

検
査
良
く
庭
の
菜
園
冬
耕こ

う

す

藤
本
け
い
子

中
尾
ヨ
シ
コ

水
上　
玲
子

森　
　
容
子

芹
川　
蓉
子

加
藤　
妙
子

赤
星
智
惠
子

川
口　
二
子

中
路　
郁
子

吉
田　
和
弘
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【
問
い
合
わ
せ
先
】 

菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
福
祉
課
）

☎
０
９
６
８（
36
）９
４
５
０　
㈪
～
㈮ 

午
前
10
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時 �

【
問
い
合
わ
せ
先
】

人
権
啓
発・男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

248

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

市
長
公
室

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
２

深
掘
り
！

伝
説
と
文
化
を
訪
ね
て【
第
２
回
】

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

文
化
課 

☎
０
９
６
８（
41
）７
５
１
５

　
菊
池
川
流
域
は
県
北
部
を
流
れ
る

菊
池
川
に
沿
っ
て
広
が
る
地
域
で
、

昔
か
ら
米
作
り
が
盛
ん
な
場
所
で
す
。

　
菊
池
川
流
域
の
地
形
や
地
質
に
は

大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て

の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
火
山
灰
や
火
砕
流
の
堆
積
物
が
地

形
を
作
り
、上
流
に
そ
び
え
る
標
高

の
高
い
山
々
か
ら
流
れ
出
す
川
や
地

下
水
が
、流
域
一
帯
の
低
地
を
潤
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
自
然
現
象
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
低
地
の
土
は
、水

田
に
適
し
た
土
壌
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
自
然
の
恵
み
に
加
え
て
、

地
域
の
人
々
が
重
ね
て
き
た
工
夫

や
努
力
も
、米
作
り
を
支
え
る
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
明
治
時
代
、

七
城
町
の
一
帯
は
ぬ
か
る
ん
だ
湿
田

が
広
が
り
、人
も
家
畜
も
入
り
に
く

い
土
地
で
し
た
。

　
そ
こ
で
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、「
土

地
改
良
の
父
」と
呼
ば
れ
る
冨と

み

田た

甚じ
ん

平ぺ
い（

１
８
４
８
～
１
９
２
７
）で
す
。

冨
田
は
、田
ん
ぼ
の
水
は
け
の
悪
さ

が
収
穫
の
差
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
に
気
付
き
、自
ら
の
手
で
改
善
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
湿
っ
た
田
の
地
下
に
青
竹
を
敷
き

詰
め
て
、水
の
通
り
道
を
つ
く
る
と

い
う
方
法
を
試
み
た
の
で
す
。
す
る

と
、ぬ
か
る
ん
で
い
た
土
地
が
徐
々

に
乾
き
、耕
作
が
や
り
や
す
く
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
も
と
に
、冨
田
は
後

に
留
井
戸
や
水す

い

閘こ
う

土
管
と
い
っ
た
水

を
自
在
に
調
整
で
き
る
仕
組
み
で
あ

る「
冨
田
式
暗あ

ん

渠き
ょ

排
水
技
術
」を
考

案
し
、数
多
く
の
湿
田
を
米
作
り
に

適
し
た
土
地
へ
と
変
え
て
い
っ
た
の

で
す
。

　
菊
池
川
が
も
た
ら
す
豊
か
な
自
然

の
恵
み
と
、そ
れ
を
生
か
そ
う
と
力

を
尽
く
し
て
き
た
先
人
た
ち
の
知
恵

と
努
力
の
結
晶
が
、今
も
こ
の
地
に

息
づ
い
て
い
ま
す
。

外
国
か
ら
若
者
が
や
っ
て
く
る

　
私
が
区
長
を
務
め
る
地
区
に
、外

国
か
ら
の
技
能
実
習
生
と
し
て
一

人
の
若
者
が
転
入
し
て
き
ま
し
た
。

一
軒
の
家
に
一
人
で
住
む
そ
う
で

す
。
日
本
語
を
ま
だ
十
分
に
話
せ
な

い
と
の
こ
と
。

　

受
け
入
れ
企
業
の
方
か
ら
事
前

に
そ
の
話
を
聞
い
た
時
、正
直
に
言

え
ば
不
安
で
し
た
。「
生
活
に
困
る

こ
と
は
な
い
か
」「
決
ま
り
は
分
か

る
だ
ろ
う
か
」と
心
配
に
な
っ
た
の

で
す
。

不
安
は
ど
こ
か
ら

　

今
思
え
ば
、
こ
の
心
配
は
、「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
か
」

と
い
う
私
自
身
の
課
題
か
ら
生
じ

る
心
配
で
し
た
。
そ
し
て
、も
う
一

つ
気
付
い
た
の
は
、こ
の
若
者
を「
外

国
人
」と
い
う
属
性
で
ひ
と
く
く
り

に
し
て
見
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
、
日
本
社
会
で
は
、「
外
国
人

が
増
え
て
い
る
。
治
安
が
悪
化
し
な

い
か
」と
い
う
言
葉
が
、事
実
か
ど

う
か
確
か
め
ら
れ
な
い
ま
ま
広
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
人
一
人
違

う
は
ず
な
の
に「
外
国
人
」と
い
う

言
葉
だ
け
で
、な
ん
と
な
く
不
安
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

属
性
だ
け
で
人
を
判
断
す
る
こ

と
は
、そ
の
人
個
人
の
努
力
や
思
い

を
見
え
な
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、一
人
一
人
の
違
い
を
認
め
合
い
、

互
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
共
に
生

き
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

分
別
の
練
習

　
私
が「
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
は
大

丈
夫
で
す
か
」と
企
業
の
方
に
尋
ね

る
と
、企
業
と
共
に
支
え
て
い
る
監

理
団
体
の
担
当
者
が
説
明
し
て
く

れ
ま
し
た
。
監
理
団
体
と
は
、技
能

実
習
生
と
受
け
入
れ
企
業
を
つ
な

ぎ
、生
活
や
仕
事
の
ル
ー
ル
を
研
修

し
、相
談
に
も
乗
る
団
体
の
こ
と
で

す
。「
会
社
で
一
緒
に
分
別
の
練
習

を
し
ま
す
。
ご
み
は
会
社
に
持
っ
て

来
さ
せ
ま
す
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　

可
燃
ご
み
回
収
の
前
日
、若
者
は

担
当
者
に
身
振
り
手
振
り
で
教
わ

り
な
が
ら
分
別
し
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
か
ら
も
練
習
は
続
き
、「
分
別
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
分
か
り
、

楽
し
そ
う
に
や
っ
て
い
ま
す
」と
担

当
者
は
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
話
を
地
域
の
住
民
に
伝
え

る
と
、「
が
ん
ば
っ
て
い
る
ね
」と
声

が
上
が
り
ま
し
た
。
若
者
の
こ
と
を

知
る
こ
と
で
不
安
は
小
さ
く
な
っ

た
の
で
す
。

ご
み
袋
を
積
ん
だ
自
転
車

　
朝
、自
転
車
に
ご
み
袋
を
積
ん
で

出
勤
す
る
若
者
の
姿
を
見
か
け
ま

す
。
そ
の
姿
は「
こ
の
町
で
暮
ら
そ

う
」と
い
う
気
持
ち
そ
の
も
の
の
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
私
は
考
え
ま
し
た
。
大
切
な
の
は
、

目
の
前
に
い
る
か
け
が
え
の
な
い

一
人
と
し
て
向
き
合
う
こ
と
。
そ
し

て
、不
安
が
あ
れ
ば
思
い
込
み
や
う

わ
さ
で
な
く
、事
実
を
確
か
め
話
し

合
う
こ
と
で
す
。

　
そ
う
し
た
積
み
重
ね
が
、温
か
く

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
菊
池
市
を
つ

く
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ご
み
袋
を
積
ん
だ
自
転
車
か
ら
見
え
た
こ
と

地
域
人
権
教
育
指
導
員　
中な

か

原は
ら

博ひ
ろ

昭あ
き

暮
ら
し
の

レ
ス
キ
ュ
ー
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

　
「
ト
イ
レ
詰
ま
り
修
理
」「
水
漏
れ

修
理
」「
鍵
の
修
理
・
交
換
」「
害
虫
・

害
獣
駆
除
」な
ど
の
暮
ら
し
の
レ
ス

キ
ュ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
の
相
談
が
あ
り
ま
す
。

　
「
ス
マ
ホ
で
検
索
し
て
一
番
上
に

表
示
さ
れ
た
業
者
に
依
頼
し
た
」「
ポ

ス
ト
に
入
っ
て
い
た
チ
ラ
シ
の
業
者

に
依
頼
し
た
」な
ど
、緊
急
時
に
焦
っ

て
依
頼
し
た
人
が
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う

ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

【
事
例
❶
】　
ト
イ
レ
が
詰
ま
っ
た
の

で
、ネ
ッ
ト
広
告
で「
料
金
５
０
０

円
か
ら
」と
記
載
の
あ
っ
た
業
者
に

依
頼
し
た
。
作
業
員
が
10
分
ほ
ど

作
業
し
た
後
、追
加
作
業
が
必
要
で
、

10
万
円
程
か
か
る
と
説
明
。
早
く
直

し
た
か
っ
た
の
で
了
承
し
た
が
、さ

ら
に
詰
ま
り
防
止
に
特
殊
な
機
械
で

の
清
掃
と
薬
剤
処
理
が
必
要
と
言
わ

れ
、追
加
料
金
10
万
円
を
請
求
さ
れ

た
。
最
終
的
に
25
万
円
支
払
っ
た
が
、

か
な
り
高
額
で
納
得
で
き
な
い
。

【
事
例
❷
】　
自
宅
の
周
囲
に
害
虫
が

多
く
発
生
し
た
の
で
、ネ
ッ
ト
で
検

索
し
た
業
者
に
電
話
。
す
ぐ
に
や
っ

て
来
て
、薬
剤
噴
霧
で
駆
除
し
て
も

ら
い
、２
万
円
を
支
払
っ
た
。し
か
し
、

数
日
後
、ま
た
害
虫
が
出
て
い
た
の

で
、同
じ
業
者
に
依
頼
。「
薬
剤
の
在

庫
が
な
い
の
で
す
ぐ
に
は
行
け
な
い
」

と
言
わ
れ
、１
週
間
が
過
ぎ
た
。
返

金
な
ど
を
要
求
で
き
る
か
。

《
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
の
留
意
点
》

①�

急
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
と
、冷

静
な
判
断
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

が
多
い
た
め
、日
頃
か
ら
信
頼
で

き
る
業
者
を
探
す
な
ど
、情
報
収

集
を
し
て
お
く
。

②�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
の
広

告
で
の
表
示
価
格
や
電
話
で
説
明

さ
れ
た
料
金
を
う
の
み
に
し
な
い
。

③�

契
約
す
る
場
合
は
、サ
ー
ビ
ス
内

容
や
料
金
を
十
分
に
検
討
し
て
、

必
ず
複
数
社
か
ら
見
積
り
を
取
り
、

比
較
し
て
業
者
を
慎
重
に
選
ぶ
。

④�

料
金
な
ど
に
納
得
で
き
な
い
場
合

は
、契
約
を
急
が
さ
れ
て
も
、冷

静
に
な
っ
て
、き
っ
ぱ
り
と
断
る
。

　

不
安
に
思
っ
た
場
合
は
、
セ
ン

タ
ー
や
周
囲
の
人
に
必
ず
相
談
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

近
年
、本
市
と
交
流
事
業
を
実
施
し

て
い
る
都
市
を
紹
介
し
ま
す
。

宮
崎
県
西に

し

米め

良ら

村そ
ん

　

宮
崎
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、面

積
の
約
96
％
を
森
林
が
占
め
る
自
然

豊
か
な
村
で
す
。
特
産
品
は
ユ
ズ
や

ジ
ビ
エ（
鹿
や
猪
）加
工
品
で
す
。

　
１
５
０
１（
文
亀
元
）年
に
菊
池
一

族
第
22
代
能よ

し

運ゆ
き（

武た
け

運ゆ
き

）が
一
族
の
根

絶
を
憂
い
、そ
の
一
子
を
密
か
に
米

良
に
落
ち
延
び
さ
せ
た
こ
と
が
米
良

菊
池
氏
の
由
来
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、１
９
８
３（
昭

和
58
）年
10
月
に
、旧
菊
池
市
と
姉

妹
都
市
を
締
結
。
本
市
が
２
０
０
５

（
平
成
17
）年
3
月
に
市
町
村
合
併
し
、

２
０
０
６（
平
成
18
）年
４
月
８
日
の

合
併
1
周
年
記
念
式
典
で
、改
め
て

姉
妹
都
市
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
隔
年
で
市
か
ら
市
民
交
流
団
を
派

遣
。
伝
統
行
事
や
文
化
、菊
池
一
族

と
の
関
係
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

【問い合わせ先】 情報政策課 ☎0968（25）7249

■第1回きくちタイピング大会 （2月15日）
　小中学生を対象に初開催しました。25人の参加があ
り、大会のために練習に励んだ参加者もいました。開
始の音と同時に真剣な眼差しでパチパチとタイピング
をスタート。タイピングの問題文を市内地域の名前に
することで、郷土愛の醸成に貢献することができました。

　 参加者 から は
「難しかったけど、
住んでいるところ
が出てきてうれし
かったです」「とて
も良い経験になり
ました。自分の実

力が分かったので、今後に役立てたいです」といった声
が聞かれました。
■出張スマホ教室（1月29日～3月23日）
　地域の公民館で行われている通いの場にうかがい、
開催しました。参加者を広く募った会場もあり、和気あ
いあいとした雰囲気の中で行うことができました。質問
や疑問に答える個別対応も実施。電話やメッセージア
プリ、音声入力の使い
方などを教えました。
　参加者からは「今年
はスマホを使いこなせ
るように勉強したい」「ま
た教えてほしい」といっ
た感想がありました。

市民の皆さんと
デジタル講座を通して交流

vol.83 菊池デジタル推進コーディネーター

山
やま

脇
わき

はるかさん

冨
とみ

田
た

甚
じん

平
ぺい

西米良村で毎年
秋に開催される

「月の神楽」
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菊
池
市
み
ど
り
推
進
協
議
会
で
は
、「
緑

の
募
金
」に
伴
う
熊
本
県
緑
化
推
進
協
議

会
か
ら
の
交
付
金
を
基
に
、市
内
の
緑
化

事
業（
植
樹
や
花
の
植
栽
）を
実
施
す
る
団

体
へ
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

対
象
団
体　
市
内
の
行
政
区
お
よ
び
小・

中
学
校
、ま
た
は
こ
れ
に
順
ず
る
団
体

対
象
事
業　
▼
公
共
施
設
ま
た
は
そ
れ
に

準
ず
る
施
設
の
緑
化
▼
学
校
の
緑
化
▼
地

域
住
民
が
利
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

森
林
整
備

対
象
経
費　

植
樹
や
花
の
植
栽
時
の
苗

木
、花
苗
、種
子
お
よ
び
堆
肥
代

補
助
上
限　
１
団
体
当
た
り
３
万
円
以
内

※�

県
か
ら
の
交
付
金
額
に
よ
り
減
額
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す

申
請
期
限　
５
月
29
日
㈮

問
●申
農
林
整
備
課　

　
☎（
25
）７
２
２
２

問い合わせ先に各課の直
通番号を記載しています。
各支所の問い合わせはこ
ちらです。
・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

お
知
ら
せ

掲載内容は変更になる場合があります。
最新情報はホームページをご確認ください。

 

【問い合わせ先】
税務課市民税係 　　　　☎（25）7206
税務課固定資産税係　 　 ☎（25）7207

口座振替を利用している人は、５
月25日㈪に振替を行いますので、
残高の確認をお願いします。

５月の「税」の納期限
６月１日㈪

軽自動車税
固定資産税第１期

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

各種証明書発行オンライン申請
ホームぺージから住民票や所得証明など、
各種証明書発行の申請ができます

■
部
長
級　
▼
政
策
企
画
部
長　
古ふ

る

庄し
ょ
う

和か
ず

彦ひ
こ（
総
務
部
次
長
兼
総
務
課
長
）▼
建
設
部

長　

岩い
わ

木き

健た
け

史し（
経
済
部
次
長
兼
商
工
振

興
課
長
）▼
教
育
部
長　
松ま

つ

原ば
ら

憲け
ん

一い
ち（
議
会

事
務
局
長（
次
長
級
）

■
次
長
級　
▼
泗
水
支
所
長　
村む

ら

木き

公き
み

昭あ
き

（
下
水
道
課
長
）▼
議
会
事
務
局
長　
髙こ

う

山や
ま

賢け
ん

一い
ち（
議
会
事
務
局
課
長
）

■
課
長
級　

▼
市
長
公
室
長　

小こ

澄ず
み

秀ひ
で

之ゆ
き（
環
境
課
長
）▼
総
務
課
長　
稲い

な

葉ば

一い
ち

郎ろ
う

（
市
長
公
室
長
）▼
人
権
啓
発
・
男
女
共
同

参
画
推
進
課
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
長　
松ま

つ

寺で
ら

盛も
り

親ち
か（
菊
池
市
立
図
書
館
長
）▼
環
境
課

長　

井い
の

本も
と

貴た
か

史ふ
み（
下
水
道
課
課
長
補
佐
兼

管
理
係
長
）▼
福
祉
課
長　
川か

わ

口ぐ
ち

玲り
ょ
う

子こ（
福

祉
課
課
長
補
佐
）▼
菊
之
池
保
育
園
長　

倉く
ら

岡お
か

久く

美み

子こ（
花
房
保
育
園
長
）▼
花
房
保

育
園
長　
東と

う

矢や

里り

香か（
菊
之
池
保
育
園
長
）

▼
健
康
推
進
課
長　

山や
ま

口ぐ
ち

和か
ず

浩ひ
ろ（
福
祉
課

長
）▼
農
林
整
備
課
長　
松ま

つ

永な
が

充み
ち

晴は
る（
都
市

整
備
課
課
長
補
佐
）▼
商
工
振
興
課
長　

磯い
そ

田だ

貴た
か

博ひ
ろ（
商
工
振
興
課
課
長
補
佐
兼
商

工
振
興
係
長
）▼
観
光
振
興
課
長　

吉よ
し

里ざ
と

英ひ
で

雄お（
市
長
公
室
課
長
補
佐
兼
広
報
交
流

係
長
）▼
ま
ち
な
か
創
造
課
長　

笹さ
さ

本も
と

聖せ
い

一い
ち（
観
光
振
興
課
長
）▼
下
水
道
課
長　
山や

ま

口ぐ
ち

博ひ
ろ

之ゆ
き（
農
林
整
備
課
長
）▼
泗
水
支
所
市

民
生
活
課
長　

工く

藤ど
う

健け
ん

二じ（
泗
水
支
所
市

民
生
活
課
課
長
補
佐
）▼
会
計
管
理
者（
課

長
級)

兼
会
計
課
長　

森も
り

誠せ
い

一い
ち

郎ろ
う（
会
計

課
長
）▼
菊
池
市
立
図
書
館
長　

原は
ら

田だ

信の
ぶ

広ひ
ろ（
泗
水
支
所
市
民
生
活
課
長
）▼
議
会
事

務
局
課
長　
麻あ

そ
う生
貴た

か

博ひ
ろ（
健
康
推
進
課
長
）

■
総
務
審
議
員
級　
▼
七
城
支
所
市
民
生

活
課
総
務
審
議
員　

請う
け

野の

貞さ
だ

昭あ
き（
七
城
支

所
市
民
生
活
課
課
長
補
佐
）▼
生
涯
学
習

課
総
務
審
議
員
兼
菊
池
市
七
城
公
民
館
長

兼
七
城
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　
請う

け

野の

典の
り

子こ（
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
兼
菊
池
市

中
央
公
民
館
長
兼
菊
池
市
中
央
公
民
館
係

長
）▼
総
務
課
防
犯
対
策
監　

木き
の

下し
た

祐ゆ
う

二じ

（
熊
本
県
警
察
本
部
）▼
教
育
部
指
導
主
事

　
藤ふ

じ

田た

圭け
い（
熊
本
県
教
育
委
員
会
）

■
課
長
補
佐
級　
▼
財
政
課
課
長
補
佐
兼

契
約
検
査
係
長　

中な
か

嶋し
ま

大ひ
ろ

樹き（
財
政
課
課

長
補
佐
） 

▼
市
民
課
課
長
補
佐
兼
市
民
・

戸
籍
係
長　

川か
わ

島し
ま

智と
も

美み（
市
民
課
課
長
補

佐
）▼
環
境
課
課
長
補
佐
兼
廃
棄
物
対
策

係
長　

中な
か

村む
ら

武た
け

司し（
環
境
課
廃
棄
物
対
策

係
長
） 

▼
地
籍
調
査
課
課
長
補
佐　
岩い

わ

永な
が

俊し
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う（
農
林
整
備
課
課
長
補
佐
兼
農
地

整
備
係
長
）▼
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
障
が

い
福
祉
係
長　

原は
ら

口ぐ
ち

寿と
し

洋ひ
ろ（
子
育
て
支
援

課
課
長
補
佐
兼
こ
ど
も
家
庭
支
援
係
長
）

▼
子
育
て
支
援
課
課
長
補
佐
兼
こ
ど
も・

女
性
相
談
係
長　

江え

上が
み

礼あ
き

彦ひ
こ（
子
育
て
支

援
課
こ
ど
も・女
性
相
談
係
長
）▼
子
育
て

支
援
課
課
長
補
佐
兼
こ
ど
も
家
庭
支
援
係

長　

吉よ
し

田だ

圭け
い

子こ（
保
険
年
金
課
課
長
補
佐

兼
国
民
健
康
保
険
係
長
）▼
健
康
推
進
課

課
長
補
佐　

大お
お

島し
ま

昌ま
さ

之ゆ
き（
健
康
推
進
課
健

康
推
進
係
長
）▼
農
政
課
課
長
補
佐
兼
畜

産
係
長　

水み
ず

上か
み

嘉よ
し

彦ひ
こ（
防
災
交
通
課
課
長

補
佐
兼
交
通
防
犯
係
長
）▼
農
林
整
備
課

課
長
補
佐　

前ま
え

川か
わ

和か
ず

輝て
る（
土
木
課
工
務
係

長
）▼
土
木
課
課
長
補
佐
兼
工
務
係
長　

佐さ

さ々

木き

誠ま
こ
と（
土
木
課
課
長
補
佐
）▼
土
木
課

課
長
補
佐　

平ひ
ら

山や
ま

岳た
け

樹き（
農
政
課
課
長
補

佐
兼
畜
産
係
長
） 

▼
七
城
支
所
市
民
生
活

課
課
長
補
佐　

緒お

方が
た

圭け
い

治じ（
七
城
支
所
市

民
生
活
課
市
民
生
活
係
長
）▼
学
校
教
育

課
課
長
補
佐
兼
学
校
施
設
係
長　
本も

と

山や
ま

大た
い

翁お
う（
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
）▼
学
校
給
食

管
理
室
課
長
補
佐
兼
泗
水
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
係
長　

岩い
わ

本も
と

久く

美み（
泗
水
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
係
長
）▼
文
化
課
課
長
補
佐　

後ご

藤と
う

隆た
か

治は
る（
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
課
長

補
佐
兼
管
財
係
長
）▼
生
涯
学
習
課
課
長

補
佐
兼
菊
池
市
泗
水
公
民
館
長
兼
菊
池
市

泗
水
公
民
館
係
長　

中な
か

山や
ま

理り

恵え（
泗
水
支

所
市
民
生
活
課
課
長
補
佐
）

■
係
長
級　
▼
市
長
公
室
広
報
交
流
係
長

　
三み

角す
み

優ゆ
う（
総
務
課
付
係
長（
地
方
公
共
団

体
金
融
機
構
派
遣
））▼
地
域
振
興
課
集

落・定
住
支
援
室
係
長　
増ま

す

永な
が

貴た
か

弘ひ
ろ（
地
域

開
発
推
進
室
地
域
開
発
推
進
係
長
）▼
情

報
政
策
課
情
報
統
計
係
長　

金か
ね

子こ

鎮し
ず

夫お

（
情
報
政
策
課
情
報
統
計
係
参
事
）▼
防
災

交
通
課
防
災
交
通
係
長　

米よ
ね

村む
ら

雅ま
さ

司し（
防

災
交
通
課
防
災
消
防
係
長
）▼
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
課
管
財
係
長　

本ほ
ん

田だ

哲て
つ

哉や（
地

域
振
興
課
集
落・定
住
支
援
室
係
長
）▼
人

権
啓
発
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課
男
女
共

同
参
画
推
進
係
長　

中な
か

本も
と

小さ

百ゆ

合り（
旭
志

支
所
市
民
生
活
課
市
民
生
活
係
長
）▼
市

民
課
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
推
進
係
長　

東ひ
が
し

誠せ
い

也や（
市
民
課
市
民・
戸
籍
係
長
）▼
税
務
課

固
定
資
産
税
係
長　

米よ
ね

村む
ら

香か

名な

子こ（
税
務

課
固
定
資
産
税
係
参
事
）▼
環
境
課
環
境

政
策
係
長　

小こ

林ば
や
し

政ま
さ

純ず
み（
農
政
課
農
政
係

参
事
）▼
花
房
保
育
園
花
房
保
育
園
係
長

　

古こ

閑が

志し

保ほ（
花
房
保
育
園
花
房
保
育
園

係
参
事
）▼
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係
長

　
西に

し

山や
ま

美み

紀き（
人
権
啓
発・男
女
共
同
参
画

推
進
課
男
女
共
同
参
画
推
進
係
長
）▼
保

険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係
長　
堂ど

う

下し
た

健け
ん

士し

郎ろ
う（
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
長
）▼
農
政

課
農
政
係
長　

坂さ
か

本も
と

あ
い（
農
政
課
農
政

係
参
事
）▼
農
林
整
備
課
農
地
整
備
係
長

　

佐さ

藤と
う

佳よ
し

記き（
農
林
整
備
課
農
地
整
備
係

参
事
）▼
商
工
振
興
課
商
工
振
興
係
長　

山や
ま

田だ

光こ
う

悦え
つ（
税
務
課
固
定
資
産
税
係
長
）▼

観
光
振
興
課
菊
池
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係
長

　

井い

芹せ
り

統も
と

子こ（
観
光
振
興
課
菊
池
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
係
参
事
）▼
ま
ち
な
か
創
造
課

ま
ち
な
か
創
造
係
長　

菅か
ん

貴た
か

史し（
環
境
課

環
境
政
策
係
参
事
）▼
都
市
整
備
課
都
市

整
備
係
長　

怒ぬ

留る

湯ゆ

隆た
か
し（
七
城
支
所
市
民

生
活
課
地
域
・
農
政
係
長
） 

▼
地
域
開
発

推
進
室
地
域
開
発
推
進
係
長　
村む

ら

上か
み

正ま
さ

樹き

（
財
政
課
契
約
検
査
係
長
）▼
下
水
道
課
管

理
係
長　

古ふ
る

川か
わ

知と
も

幸ゆ
き（
市
民
課
マ
イ
ナ
カ

ー
ド
推
進
係
長
）▼
七
城
支
所
市
民
生
活

職
員
人
事
異
動（
４
月
１
日
付
）

係
長
級
以
上

課
地
域・農
政
係
長　
本ほ

ん

田だ

昇の
ぼ
る（
環
境
課
環

境
政
策
係
長
） 

▼
七
城
支
所
市
民
生
活
課

市
民
生
活
係
長　

谷た
に

川か
わ

水み
ず

基き（
七
城
支
所

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係
参
事
） 

▼
旭
志

支
所
市
民
生
活
課
地
域
・
農
政
係
長　

髙た
か

見み

淳じ
ゅ
ん（
観
光
振
興
課
菊
池
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
係
長
） 

▼
旭
志
支
所
市
民
生
活
課
市
民

生
活
係
長　

田た

代し
ろ

浩こ
う

二じ（
情
報
政
策
課
情

報
統
計
係
長
）▼
学
校
教
育
課
学
務
係
長

　

大お
お

久く

保ぼ

美み

穂ほ（
学
校
教
育
課
学
務
係
参

事
） 

▼
学
校
給
食
管
理
室
係
長　
松ま

つ

野の

眞ま

理り

子こ（
学
校
教
育
課
学
務
係
長
）▼
生
涯
学

習
課
菊
池
市
中
央
公
民
館
係
長　
吉よ

し

里ざ
と

文ふ
み

子こ（
生
涯
学
習
課
菊
池
市
中
央
公
民
館
係

参
事
）▼
生
涯
学
習
課
菊
池
市
旭
志
公
民

館
係
長　

高た
か

木き

美み

沙さ（
生
涯
学
習
課
菊
池

市
旭
志
公
民
館
係
参
事
）▼
社
会
体
育
課

社
会
体
育
係
長　

冨と
み

田た

純じ
ゅ
ん

司じ（
社
会
体
育

課
社
会
体
育
係
参
事
）▼
農
業
委
員
会
事

務
局
農
地
係
長　

中な
か

村む
ら

貴た
か

明あ
き（
都
市
整
備

課
都
市
整
備
係
長
）

■
退
職（
課
長
級
以
上
）　

▼
久ひ

さ

川か
わ

知と
も

己き

（
建
設
部
長
）▼
楠く

す

浦う
ら

宏ひ
ろ

志し（
総
務
課
防
犯

対
策
監 

※
熊
本
県
警
察
本
部
へ
復
職
）

▼
清き

よ

永な
が

邦く
に

宏ひ
ろ（
指
導
主
事 

※
熊
本
県
教
育

委
員
会
へ
復
職
）

問
総
務
課
職
員
係　
☎（
25
）７
２
０
４

対
象
家
屋　
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、倒

壊
な
ど
著
し
く
保
安
上
危
険
と
な
る
恐
れ

の
あ
る
特
定
空
家
な
ど

対
象
者　
▼
空
家
な
ど
の
所
有
者
ま
た
は

相
続
人
▼
空
家
な
ど
が
所
在
す
る
敷
地
の

所
有
者

補
助
対
象
経
費　
▼
空
家
の
解
体
撤
去
工

事
に
係
る
経
費
▼
解
体
撤
去
工
事
に
よ
り

生
じ
た
廃
材
な
ど
の
収
集
運
搬
費
お
よ
び

処
分
費
▼
そ
の
他
、解
体
撤
去
工
事
に
係

る
諸
経
費

支
援
額　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内（
1
件
当
た
り
上
限
50
万
円
）

事
前
調
査
申
込
期
間　
5
月
７
日
㈭
～
29

日
㈮

※�

補
助
金
の
申
請
に
は
事
前
調
査
が
必
要

で
す

問
●申
都
市
整
備
課　
☎（
25
）７
２
４
２

危
険
空
家
の
解
体・撤
去
費
用
を

補
助
し
ま
す

ホームページ

　

6
月
1
日
㈪
を
基
準
日
と
し
て
、全
国

の
全
て
の
事
業
所・
企
業
を
対
象
に
実
施

し
ま
す
。
4
月
に
、国
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
回
答
用
の
調
査
書
類
が
郵
送
さ
れ
て

い
ま
す
。
未
回
答
や
新
た
に
把
握
し
た
事

業
所
に
は
、5
月
に
調
査
員
が
紙
の
調
査

票
を
配
布
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
回
答
が
便
利
な
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
は「
統
計
法
」

に
基
づ
い
て
実
施
す
る
回
答
義
務
の
あ
る

基
幹
統
計
調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
、行

政
に
お
け
る
政
策
立
案
や
民
間
で
の
経
営

計
画
の
策
定
な
ど
、基
礎
資
料
と
し
て
広

く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
情
報
政
策
課　

　
☎（
25
）７
２
４
９

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
を

実
施
し
ま
す

緑
化
推
進
事
業
費
を

補
助
し
ま
す

　
春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣
立
ち
し

た
ヒ
ナ
が
地
面
に
落
ち
て
い
る
の
を
見
か

け
た
場
合
は
、近
く
に
姿
が
見
え
な
く
て

も
親
鳥
が
世
話
を
し
て
い
ま
す
の
で
、拾

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

県
で
は
、５
月
10
日
㈰
か
ら
１
カ
月
間

を
指
導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、違
法
捕

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
と
指
導

取
締
強
化
月
間

獲
な
ど
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

野
生
鳥
獣
と
鳥
類
の
卵
は
、法
律
で
狩

猟
に
よ
る
捕
獲
許
可
を
受
け
た
も
の
以
外

は
、捕
獲・殺
傷・採
取
で
き
ま
せ
ん
。

　
野
生
鳥
獣（
メ
ジ
ロ
や
ホ
ウ
ジ
ロ
な
ど
）

の
愛
が
ん
飼
養
目
的
の
捕
獲
は
、鳥
獣
の

乱
獲
を
助
長
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら

許
可
し
て
い
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
林
整
備
課　

　
☎（
25
）７
２
２
２

　
県
北
広
域
本
部
農
林
水
産
部
林
務
課

　
☎（
25
）１
０
３
９

ホームページ

【問い合わせ先】
健康推進課 ☎0968（25）7219

献血のお知らせ
●５月12日㈫ 県北広域本部
　午前9時30分～11時３０分
●５月22日㈮ 市本庁舎
　午前9時30分～11時
　午後０時15分～４時
●５月25日㈪ 県北広域本部
　午前9時30分～11時45分
　午後１時～４時
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ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
●申
総
務
課

　
☎（
25
）７
２
０
４

掲載内容は変更になる場合があります。
最新情報はホームページをご確認ください。

　
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
人
の
名
義

の
軽
自
動
車
な
ど
、一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
は
軽
自
動
車
税
を
減
免
し
ま
す
。

　
家
族
運
転
の
場
合
は
別
途
証
明
書
が
必

要
で
す
。

申
請
期
限　
５
月
29
日
㈮

申
請
方
法　
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
市
民

生
活
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
減
免
は

普
通
車
を
含
め
１
人
１
台
で
、毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
▼
納
税
通
知
書
▼

身
体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
、療

育
手
帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
な

ど
▼
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証
▼
車
検

証問
税
務
課
市
民
税
係　
☎（
25
）７
２
０
６

　
各
支
所
市
民
生
活
課

体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る

人
の
軽
自
動
車
税
減
免

　
災
害
に
よ
り
農
地
や
農
業
用
施
設
が
被

災
し
、復
旧
に
補
助
事
業
の
活
用
を
希
望

す
る
場
合
は
、被
災
後
3
日
以
内
に
農
林

整
備
課
へ
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
か
ら
小
災
害
復
旧
事
業
の
農
地

補
助
限
度
額
を
拡
充
し
ま
し
た
。
詳
し
く

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

農
地
お
よ
び
農
業
用
施
設
の

災
害
復
旧
制
度

文
化
財
保
存
整
備
費
を

補
助
し
ま
す

■
国・県
指
定
文
化
財
保
存
整
備
事
業

　

国
庫
補
助・
県
補
助
事
業
に
伴
う
保
存

整
備
事
業
に
、国
庫
補
助
や
県
補
助
を
除

い
た
額
の
2
分
の
1
以
内
を
補
助
し
ま
す
。

■
記
念
物
等
整
備
保
存
修
理
事
業

　

市
指
定
の
有
形
文
化
財・
史
跡・
名
勝・

天
然
記
念
物
の
保
存
修
理
整
備
事
業
に

補
助
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以
内（
上
限

２
０
０
万
円
）を
補
助
し
ま
す
。

■
無
形
文
化
財
等
保
存
修
理
事
業

　
市
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
な
ど
の
記

Kum
arry

（
ク
マ
リ
ー
）で

出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
者
の
出
会
い
を

応
援
す
る「
く
ま
も
と
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ーKum

arry

」を
、熊
本
市
と
近

隣
の
14
市
町
村
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｉ
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

た
1
対
1
の
お
見
合
い
支
援
や
婚
活
イ
ベ

ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、多
様
な

出
会
い
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
利
用
す
る
に
は
会
員
登
録
が
必
要
で
す
。

出
会
い
を
求
め
て
い
る
人
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
●申
地
域
振
興
課　

　
☎（
25
）７
２
５
0

録
の
作
成
や
伝
承
者
養
成
に
対
し
、補
助

対
象
経
費
の
2
分
の
1
以
内（
上
限
50
万

円
）を
補
助
し
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
申
請
方
法
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
●申
文
化
課　

　
☎（
41
）７
５
１
５

対
象
災
害

　
暴
風・洪
水・高
潮・地
震・そ
の
他
異
常

な
天
然
現
象
で
生
じ
た
災
害

※�

維
持
管
理
が
不
十
分
な
こ
と
に
よ
る
災

害
、営
農
に
支
障
が
な
い
被
害
、耕
作

放
棄
地
な
ど
の
場
合
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん

問
●申
農
林
整
備
課　

　
☎（
25
）７
２
２
２

ホームページ ホームページ

募
集

　
「
第
38
回
熊
本
県
シ
ニ
ア
美
術
展
～
60

歳
か
ら
の
技
と
美
～
」の
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

出
品
部
門　
▼
日
本
画
の
部
▼
洋
画
の
部

▼
写
真
の
部
▼
書
の
部
▼
彫
刻
の
部
▼
工

芸
の
部

出
品
資
格　
令
和
9
年
４
月
１
日
㈭
時
点

で
60
歳
以
上
で
、県
内
在
住
の
ア
マ
チ
ュ

ア
。
１
人
１
部
門
１
点
。
た
だ
し
、１
人

２
部
門
ま
で
。

出
品
料　
１
２
０
０
円
/
点

募
集
期
限　
７
月
10
日
㈮

申
込
方
法　
高
齢
支
援
課
に
設
置
し
て
い

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
財
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問�

●�申（
一
財
）熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
☎
０
９
６（
３
５
４
）３
０
８
３

シ
ニ
ア
美
術
展
の

作
品
を
募
集
し
ま
す

　

市
民
の
熱
中
症
を
予
防
す
る
た
め
、

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
民
間
施
設
を
募
集
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
の
流
れ
や
方
法
な
ど
、詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

指
定
要
件　

❶
適
当
な
冷
房
施
設
を
有
す
る
こ
と

❷�

運
用
期
間
中
の
開
放
可
能
日
に
お
い
て

施
設
を
無
料
で
開
放
で
き
る
こ
と

❸�

避
難
者
の
滞
在
に
必
要
か
つ
適
切
な
空

間
を
確
保
し
て
い
る
こ
と

❹�

避
難
者
が
持
ち
込
む
熱
中
症
予
防
の
た

め
の
飲
料
水
な
ど
の
摂
取
を
可
能
と
す

る
こ
と

運
用
期
間　
毎
年
4
月
第
4
週
㈬
～

　
　
　
　
　
10
月
第
4
週
㈬

問�

●�申
健
康
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
９

民
間
施
設
の
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
を
募
集
し
ま
すホームページ

第
27
回
菊
池
ふ
れ
あ
い

レ
ガ
ッ
タ
大
会
参
加
者
募
集

と　
き　
6
月
21
日
㈰

　
　
　
　
競
技
開
始 

午
前
９
時
15
分
～

と
こ
ろ　
斑
蛇
口
湖
ボ
ー
ト
場

申
込
期
限　
5
月
29
日
㈮

そ
の
他　
男
女
混
合
上
位
１
チ
ー
ム（
市

内
在
住
者
）は
、９
月
下
旬
に
福
島
県
で

開
催
さ
れ
る
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ

大
会
へ
派
遣
さ
れ
ま
す
。

問
●申
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

勤
務
場
所
お
よ
び
募
集
人
員

❶
菊
池
プ
ー
ル　
　
　
　
　
　
８
人
程
度

❷
旭
志
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー  

８
人
程
度

❸
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー  

８
人
程
度

勤
務
期
間　
７
月
13
日
㈪
～
8
月
31
日
㈪

　
　
　
　
　
（
予
定
）

※
菊
池
プ
ー
ル
は
7
月
1
日
㈬
～

条　
件　
▼
18
歳
以
上
で
泳
げ
る
人
▼
事

前
説
明
会
と
講
習
会
に
参
加
で
き
る
人

申
込
期
限　
６
月
19
日
㈮　
午
後
5
時

※�

定
員
に
達
し
た
場
合
は
受
け
付
け
を
終

了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

申
込
方
法　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
必
要
書
類

を
提
出

問
●申
社
会
体
育
課　
☎（
25
）7
２
３
４

社
会
体
育
施
設

プ
ー
ル
監
視
員
募
集

募
集
職
種・採
用
予
定
人
数（
計
14
人
程
度
）

■
大
卒
程
度

　
◦
事
務
職　
　
　
　
　
　
　
６
人
程
度

　
◦
民
間
経
験
者　
　
　
　
　
３
人
程
度

■
職
務
経
験
者

　
◦
公
務
員
経
験
者　
　
　

 

３
人
程
度

■
資
格
免
許
職

　
◦
保
育
士　
　
　
　
　
　
　
１
人
程
度

　
◦
保
健
師　
　
　
　
　
　
　
１
人
程
度

受
付
期
間　
５
月
11
日
㈪
～
6
月
12
日
㈮

１
次
試
験
日　
７
月
12
日
㈰

会　
場　
本
庁
舎

　
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

菊
池
市
職
員

採
用
試
験（
夏
試
験
）

ホームページ

相
談

　

県
無
料
就
労
相
談
窓
口
の
就
労
指
導

員
が
、就
職
に
関
す
る
相
談
を
受
け
ま
す
。

就
職
を
希
望
す
る
人
は
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

要
予
約
。

と　
き　
毎
月
第
3
㈭

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

と
こ
ろ　
本
庁
舎
1
階
相
談
室
17

内　
容　
▼
離
職
や
転
職
で
悩
ん
で
い
る

▼
子
育
て
や
介
護
と
の
両
立
に
悩
ん
で
い

る
▼
履
歴
書
の
書
き
方
が
分
か
ら
な
い
▼

自
分
に
合
っ
た
仕
事
が
分
か
ら
な
い
な
ど

問
●申�

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ・菊
池

　
ブ
ラ
ン
チ

　
☎（
25
）４
６
４
５

就
職
無
料
相
談
会

ホームページ

事
業
承
継
個
別
相
談
会

　
市
内
で
事
業
を
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
事
業
承
継
の
相
談
を
受

け
ま
す
。要
予
約
。先
着
順
。

と　
き　

�

５
月
27
日
㈬
・
６
月
24
日
㈬　

午
前
９
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
小
研
修
室
２

相
談
員　
椎し

い

名な

岳た
け

雄お

特
任

　
　
　
　
経
営
指
導
員

問
●申
商
工
会　

　
☎（
25
）１
１
３
１　

専用フォーム

予
約
制
に
よ
る
納
付
相
談

夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　
平
日
昼
間
に
市
税
や
保
険
料
な
ど
の
納

付
に
つ
い
て
相
談
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、

予
約
制
に
よ
る
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

と　
き　
5
月
25
日
㈪
～
29
日
㈮

　
　
　
　
午
後
５
時
15
分
～
８
時

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
あ
っ
た
場
合
開
設

予
約
方
法　
専
用
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話

そ
の
他　
市
税
や
保
険
料
の
納
付
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
●申
債
権
管
理
課

　
☎（
25
）７
２
０
８

専用フォーム

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

　
専
門
の
医
師
や
職
員
に
よ
る
相
談
会
を

行
い
ま
す
。
忙
し
い
毎
日
の
息
抜
き
の
時

間
と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。要
予
約
。

と　
き　
５
月
27
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
座
談
会・ミ
ニ
講
話
な
ど

問
●申
高
齢
支
援
課　
☎（
25
）７
２
１
６

　

家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

要
予
約
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
5
月
21
日
㈭　

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　
本
庁
舎
１
階
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課　
☎（
25
）７
２
１
６

も
の
忘
れ
相
談
会

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

　
夫
や
妻
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の
暴
力
や

性
別
に
よ
る
不
当
な
差
別
や
嫌
が
ら
せ
な

ど
の
悩
み
に
対
す
る
相
談（
今
月
は
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
）を
受
け
付
け
ま
す
。要
予
約
。

と　
き　
５
月
20
日
㈬

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

と
こ
ろ　
本
庁
舎

申
込
方
法　
電
話
、フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル

ま
た
は
専
用
フ
ォ
ー
ム

問
●申
人
権
啓
発・男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

　
Ⓕ（
25
）５
７
２
０

　
Ⓜdanjo@

city.

　
　

kikuchi.lg.jp

専用フォーム

ホームページ

　
県
が
管
理
す
る
道
路
の
清
掃
や
除
草
、

植
栽
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
る
個
人
や
団
体
を
支
援
し
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
県
道
路
保
全
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
９
５

ロ
ー
ド・ク
リ
ー
ン・ボ
ラ
ン
ティ
ア

協
定
団
体
を
募
集
し
ま
す
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講
演・講
習・教
室

　
父
親
と
子
ど
も
向
け
の
全
２
回
の
講
座

で
す
。
カ
レ
ー
作
り
や
ク
ラ
フ
ト
作
り
で
、

子
ど
も
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
を
通
し
て
、

家
事
育
児
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

1
回
の
み
の
受
講
も
可
能
で
す
。

❶�

パ
パ
と
キ
ッ
チ
ン 
～
お
う
ち
カ
フ
ェ

で
気
分
転
換
♪
～

と　
き　
６
月
６
日
㈯ 
午
前
10
時
～

❷�

パ
パ
と
ク
ラ
フ
ト 

～
雨
の
日
は
室
内

で
ワ
ク
ワ
ク
体
験
★
～

と　
き　
6
月
13
日
㈯ 

午
前
10
時
～

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

対　
象　
市
内
在
住・
在
勤
の
父
親
と
そ

の
子
ど
も（
小
学
生
）

定　
員　
各
13
組

参
加
費　
❶
1
組
７
０
０
円　
❷
無
料

申
込
方
法　
電
話
、フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル

ま
た
は
専
用
フ
ォ
ー
ム

託　
児　
１
歳
以
上
未
就
学
児（
要
予
約
）

申
込
期
限　
5
月
28
日
㈭

問
●申
人
権
啓
発・男
女
共
同
参
画
推
進
課 

　
☎（
25
）７
２
１
０　
Ⓕ（
25
）５
７
２
０ 

　
Ⓜdanjo@

city.kikuchi.lg.jp

市
民
講
座

「
親
子
ｄｅ
共
同
参
画
の
ス
ス
メ
」

申し込みフォーム

　

里
親
制
度
は
、さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
親

と
一
緒
に
生
活
で
き
な
い
子
ど
も
を
、家

庭
に
迎
え
入
れ
て
養
育
す
る
制
度
で
す
。

　

講
座
で
は
、実
際
に
里
親
と
し
て
活
動

さ
れ
て
い
る
人
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、

体
験
談
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

里
親
制
度
に
興
味
の
あ
る
人
、里
親
の

話
を
聞
い
て
み
た
い
人
な
ど
、こ
の
機
会

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
5
月
29
日
㈮

　
　
　
　
午
後
6
時
30
分
～
7
時
30
分

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
中
研
修
室

問
●申
養
育
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
き
ら
き
ら

　
☎
０
９
６（
３
８
３
）８
１
０
０

里
親
講
座

イ
ベ
ン
ト

　
国
内
外
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

ア
ト
リ
エ
を
特
別
公
開
し
ま
す
。

と　
き　
5
月
10
日
㈰

　
　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
4
時

と
こ
ろ　

龍
門
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン

タ
ー（
旧
龍
門
小
学
校
）

入
居
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

❶�

井い
の

上う
え

あ
や（
蜜
蝋
な
ど
多
様
な
画
材
に

よ
る
制
作
）

❷�

内う
ち

田だ

勝か
つ

弘ひ
ろ（
絵
画
の
作
品
制
作
）

❸
Ｅ
Ｒ
Ｉ（
絵
画
の
作
品
制
作
）

❹�

し
ま
う
ち
み
か（
立
体
物
や
平
面
作
品

の
制
作
）

❺
つ
ん（
段
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
作
品
制
作
）

❻
冨と

み

田た

耕こ
う

平へ
い（
絵
画
の
作
品
制
作
）

❼�

星ほ
し

加か

民た
み

雄お

（
デ
ザ
イ
ン
、錯
視
効
果
の

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
交
通
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
研
究
お
よ
び
制
作
）

注
意
事
項　
▼
履
物
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

来
場
者
数
に
よ
り
入
場
を
制
限
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

問�

龍
門
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー

　
入
居
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　
内
田

　
Ⓜuchidak1618@

gm
ail.com

龍
門
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
を

開
催
し
ま
す

遊
ぼ
う
・
学
ぼ
う

児
童
セ
ン
タ
ー

５
月
の
内
容

❶�

た
い
そ
う
教
室（
要
申
し
込
み
）

❷
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
体
験
会（
要
申
し
込
み
）

❸
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ

と　
き　

❶
9
日
㈯　
午
前
10
時
30
分
～　

❷
9
日
㈯　
午
後
3
時
～

❸
23
日
㈯　
午
前
10
時
30
分
～

と
こ
ろ　
児
童
セ
ン
タ
ー

対　
象　

❶
２
歳
～
小
学
2
年
生 

※
保
護
者
同
伴

❷
小
学
2
～
６
年
生

❸
乳
幼
児・小
学
生
の
保
護
者

問
●申
児
童
セ
ン
タ
ー　
☎（
24
）３
４
７
２

�「
城
山
公
園
四
季
の
風
景
」写
真
展

　

城
山
公
園
の
四
季
の
風
景
や
花
々
、市

民
広
場
で
行
わ
れ
た
祭
り
の
様
子
な
ど
を

ス
ナ
ッ
プ
写
真
風
に
ま
と
め
た
作
品
展
で

す
。 

期　
間　
5
月
４
日
㈪
㈷
～
5
月
31
日
㈰

※
最
終
日
は
正
午
ま
で

と
こ
ろ　
わ
い
ふ
一
番
館

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
毎
週
㈪

※
㈷
の
場
合
は
翌
日

問
わ
い
ふ
一
番
館　
☎（
24
）６
６
３
０

わ
い
ふ
一
番
館

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

各支所の問い合わせ先
七城支所 ☎ (25)1000
旭志支所 ☎ (25)3330
泗水支所 ☎ (25)2001

記号の説明
問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府888番地

費用の記載がないものは基本的に無料です。 菊池市ホームページ　http://www.city.kikuchi.lg.jp/

掲載内容は変更になる場合があります。
最新情報はホームページをご確認ください。

　
視
覚
障
が
い
者
向
け
の
書
籍
な
ど
の
点

訳
、朗
読（
音
訳
）サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
必
要
な
知
識
、技
術
を
修
得
す
る

講
座
で
す
。受
講
料
無
料
。

と　
き　
6
月
18
日
㈭
～
12
月
17
日
㈭
ま

で
の
毎
週
㈭
午
後
1
時
～
4
時
ま
で

と
こ
ろ　

県
身
体
障
が
い
者
福
祉
セ
ン

タ
ー（
熊
本
市
東
区
長
嶺
南
２
‐
３
‐
２
）

※
6
月
15
日
㈪
に
開
講
式
が
あ
り
ま
す

申
込
期
限　
6
月
１
日
㈪　

問
●申
県
点
字
図
書
館

　
☎
０
９
６（
３
８
３
）

　
　
６
３
３
３

点
訳・朗
読（
音
訳
）

奉
仕
員
養
成
講
座

ホームページ

　赤ちゃんを迎える日が楽しみになる時間を一緒に過ご
しませんか。妊娠中の体のこと、お産の流れ、産後の過ご
し方など、助産師が分かりやすくお伝えします。パパの妊
婦体験や沐浴体験なども行います。安心して妊娠・出産・
子育てのスタートを迎えましょう。
と　き　6月7日㈰ 午前10時〜正午
ところ　泗水公民館
参加費　１人 千円（夫婦2千円）
主　催　一般社団法人 熊本県助産師会
問未来助産院（和

わ

田
だ

）  ☎090（4993）2595

プレパパママ教室in菊池（県北教室）

　楽しく練習する教室です。無料体験も実施中！ 気軽に
お試しください。

と　き　【アクロバット教室】
　　　　毎週㈫㈭ 午後６時30分～７時30分
　　　　【空手教室】
　　　　毎週㈫㈭ 午後７時30分～８時50分
ところ　野間口793-1の練習場
月　謝　５千円　※週１回の場合は３千円
問●申平

ひら

野
の

　☎090（1801）9003

アクロバット・空手教室 生徒募集中！

　菊池乳児保育園では、地域の未就園児のお子さまと
保護者の皆さまを対象に園庭開放を行っています。広い
園庭で遊びながら、親子で楽しい時間を過ごしませんか。
気軽にお越しください。
と　き　６月から毎月第３㈯　午前9時～11時
ところ　菊池乳児保育園 園庭（野間口826）
対　象　3歳未満のお子さまと保護者（在園児も可）
※�3歳以上のお子さまのご利用はご遠慮いただいており

ます。詳細は電話でお問い合わせください。
問菊池乳児保育園（縄

なわ

田
た

）　☎0968（24）3848

菊池乳児保育園の
園庭に遊びに来ませんか？

　K-POPなどのコピーダンスで毎週楽しく運動していま
す！！ ほとんどが初心者からのため、ダンスに自信がなく
ても大丈夫です！！ 一緒にダンスで楽しく運動しませんか。
と　き　毎週㈮ 午後７時〜
ところ　泗水公民館
参加費　都度払い500円
対　象　20〜50代の女性
子連れ参加OK(託児はありません)
問●申栃

とち

原
はら

お問い合わせはインスタグラムから

大人女子ダンスメンバー募集

　小学生を中心に楽しく活動しています。生け花教室は、
四季折々の花に興味を持ち、自身の感性を作品で表現す
る楽しさを、茶道教室ではお茶を点てるだけでなく、道
具の扱い方やお辞儀の仕方、和室でのマナーを学びます。
と　き　第１・3㈯　【生け花】午前９時30分～10時30分
　　　　【茶道】午前10時30分～11時30分
ところ　七城公民館
月　謝　いずれも１回600円
　　　　（花、オアシス、お茶、お菓子を含む）
問●申徳

とく

永
なが

　☎0968（24）3259

生け花･茶道教室  生徒募集

　親子で論語を楽しく学びませんか。論語は人としてのあ
るべき姿、生き方の参考になるものです。読み聞かせや
英語、昔遊びなどのお楽しみ学習もあります。（関連28㌻）
と　き　毎月第２㈰　午前１０時～１１時３０分
　　　　※６月14日㈰開講
ところ　菊池教育会館（隈府中町８１）
参加費　無料（新規塾生はテキスト代 千円）
申込方法　㈫㈮の午前中に電話でお申し込みください。
問●申菊池教育会（原

はら

田
だ

）
☎0968（25）2316　携帯090（8627）5963

親子で学ぶ「こども論語塾」塾生募集

お申し込みは
「県北さんば会」

公式LINEから

インスタグラム

　苦手な単元を集中学習したい人、基礎から徹底学習し
たい人、テスト勉強をしたい人など、自分のペースで学
習を進めていくための教室です。自分のやりたい問題を
持って集合！！ 入退室時間も自由。
と　き　毎週㈫㈯ 午後７時～９時（入退室自由）
ところ　菊池みらいベース（深川51）　対　象　小5～中３
科　目　算数、数学、英語
受講料　千円／１回、5回チケット4500円
問●申柴

しば

田
た

　☎090（2501）8971
Ⓜkirari202210@gmail.com

学習サポートスクール *Kirari*
新学期生募集中

公式LINE➡

作／東耕平

市民の広場
�市民の広場は市民が投稿するコーナーです。行政情報ではありません。

不明な点は各問い合わせ先へご連絡ください。

　楽しいイベントや教室のお知らせなど、皆さんが知ら
せたいと思う情報を投稿してください。編集の都合上、
掲載できない場合もありますのでご了承ください。
申込期限　掲載希望月の前月の1日～10日
募集枠数　先着８枠（毎月）
文 字 数　約25文字×10行（タイトル除く）
申込方法　�申し込みフォームから申し込み、

または申込書を市長公室へ提出
問●申市長公室広報交流係
☎0968（25）7252

市民の広場への投稿を募集しています

申し込み
フォームは
こちらから
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市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎0968（25）7231

【問い合わせ先】 
菊池農業高校
☎0968（38）2621

vol.141

市内３高校の魅力を伝えます！

　第5回学校運営協議会を開催しました。児童会
から6年生（当時）3人が参加し、1年間の活動報告。
定期的な地域清掃や幼稚園児への読み聞かせなど
について発表し、協議会の皆さんから温かい言葉
をいただきました。今年度も児童たちが地域の一
員として貢献できるよう活動を続けていきます。

２月20日
分たちにできる地域貢献を発表自

泗水小学校

㊧ボランティア委員会の児童たちが、孔子公園を清掃 ㊨６年生３
人が、学校運営協議会で委員の皆さんを前に日頃の活動を発表

　卒業を迎える6年生を送る会と送別遠足を計画し
ていましたが、当日はあいにくの空模様。雨が降る
前に全員で思いっきり遊び、6年生を送る会ではそ
れぞれの学年から感謝の気持ちを届けました。大
好きな6年生と過ごすのもあとわずかとなった３月。
最後にたくさんの良い思い出ができました。

３月６日
年生、今までありがとう！６

戸崎小学校

㊧６年生と運動場で笑顔いっぱい思いっきり遊びました ㊨5年生
が中心となって、6年生を送る会を開催。感謝の言葉を伝えました

　４年生（当時）が地域の畜産農家や米農家を訪れ、
農場を見学しました。ナガシオファームでは、ミル
クやりや餌やり、トラクターの試乗などを体験。原
農場では、環境に優しい自然栽培の米作りについて
話を聞きました。今年度、本校での米作りの中心と
なる児童たちにとって良い学びの場となりました。

３月11日
業について、学んだよ！農

七城小学校

㊧ドキドキしながら、牛にえさやり体験。児童の質問にも丁寧に答
えてもらいました ㊨米作りについて詳しく話を聞きました

菊池北中学校
年生立志式 ～先輩からのエール～2２月20日

SWS 西日本㈱の職員２人㊤や
本校出身の高校生㊧から、さま
ざまな話を聞くことができ、立
志式を迎えた２年生にとって貴
重な時間となりました

　２年生（当時）を対象に立志式を行いました。社
会人２人と本校出身の高校３年生１人から話を聞き、
あいさつや報連相、責任感を持つことなど、社会に
おける重要性を学び、自分たちの生活を見直す機
会になりました。失敗を恐れずに挑戦することが、
進路を切り拓くことにつながると実感できたようです。

七城中学校
郷町の中学生ときずな交流龍２月20日

　「西郷ゆかりのきずな交流」と題し、鹿児島県大
島郡龍郷町立龍南中学校と本校の２年生同士がリ
モートで交流。この交流は菊池市と龍郷町が友好
都市を締結した平成24年から続いています。学校
や地域の紹介の他、クイズや質問、感想のやりとり
を通じて交流し、絆を深めることができました。

㊤七城の自慢や学校紹介など、
オンラインで交流 ㊧龍南中学
校から特産のたんかんをいた
だき、本校からは「七城の米」を
贈りました

　

２
月
６
日
、１
年
生（
当
時
）が
１
年
間

に
わ
た
っ
て
探
究
し
て
き
た
地
域
理
解
学

習
の
取
り
組
み
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

各
班
で
身
近
な
地
域（
ま
ち
）を
題
材
に
、

住
民
や
企
業
と
連
携
し
な
が
ら
、そ
の
地

域
の
課
題
発
見
・
解
決
魅
力
再
発
見
を
行

う
実
践
活
動
を
報
告
。
菊
池
市
役
所
や
熊

本
大
学
な
ど
、た
く
さ
ん
の
方
に
審
査
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
人
前
で
発
表
す
る
生
徒
も
い
て

緊
張
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、堂
々
と
素
晴

ら
し
い
発
表

を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら

も
地
域
に
根

ざ
し
た
人
材

に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

１
月
14
日
か
ら
４
日
間
、
２
年
生（
当

時
）が
修
学
旅
行
で
関
東
を
訪
れ
ま
し
た
。

初
日
は
東
京
都
内
で
班
別
自
主
研
修
。
各

班
そ
れ
ぞ
れ
予
定
し
て
い
た
場
所
を
し
っ

か
り
と
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
各
学
科
で
計
画
し
た
研
修

場
所
を
見
学
。
豊
洲
市
場
や
上
野
動
物
園
、

　

今
年
も
い
よ
い
よ
春
の
到
来
で
す
。
各

学
科
実
習
で
は
、春
の
農
畜
産
物
の
栽
培

が
ス
タ
ー
ト
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の
農
畜

産
物
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

　

ト
マ
ト
や
メ
ロ
ン
、
春
野
菜
の
栽
培
、

食
品
科
で
は
麦
み
そ
の
仕
込
み
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
気
候
も
良
く
な
り
、毎
日

汗
を
流
し
な
が
ら
実
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

生
徒
が
丹
精
を
込
め
て
育
て
た
農
畜
産

物
が
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
１
日
に
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

校
長
か
ら「
夢
を
抱
い
て
、
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
が
大
切
」と
卒
業
生
に
エ
ー
ル

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

送
辞
で
は
在
校
生
代
表
の
奈な

田だ

爽そ
う

佑す
け

さ

ん
が「
特
に
部
活
動
で
は
愛
の
あ
る
ご
指

導
を
い
た
だ
き
、と
て
も
手
本
に
な
り
ま

し
た
」
と
述
べ
、
卒
業
生
総
代
の
生
徒
会

長
山さ

ん

東と
う

星せ
い

斗と

さ
ん
は「
思
い
出
の
菊
農
と

別
れ
る
の
は
と
て
も
寂
し
い
で
す
が
、こ

れ
か
ら
は
卒
業
生
と
し
て
誇
り
を
持
っ
て

い
き
た
い
で
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
は
、先
生
や

保
護
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、と

て
も
感
動
的
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
た
ち
は
、こ
れ
か
ら
広
い
世
界

に
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に
た

く
さ
ん
の
幸
せ
が
降
り
注
ぐ
よ
う
に
、幸

運
と
成
功
を
願
っ
て
い
ま
す
。

国
立
博
物
館
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。
３
日

目
の
群
馬
県
で
の
ス
キ
ー
研
修
は
、ほ
と

ん
ど
の
生
徒
が
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
、楽
し
く
滑
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
日
目
は
朝
か
ら
お
台
場
を
散
策
し
て
、

帰
路
に
就
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
、楽
し
い
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。

菊農のフレッシュ農産物は
いかがですか？

【定期販売会】
毎週㈮ 午前９時半～

※�時期により内容は異なります
※�販売場所は学校にお問い合わ

せください

卵
トマト

花苗
野菜苗 など

25 242026 May広報きくち2026 May広報きくち



※ホームページにもトピックスを掲載しています。ぜひご覧ください
　市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

※��イベント当日は、市広報や市ホームページ、各種媒体などへの掲載のほか、市のPRのために
撮影や取材を行うことがあります。撮影、取材へのご理解・ご協力をよろしくお願いしますまちの話題

㊧から前
まえ

田
だ

扶
ふ

美
み

教諭、原
はら

田
だ

英
ひで

樹
き

校長、工
く

藤
どう

みゆき地域学校協働活動
推進員

　同校の「ふるさとファームステイ」の取り組みが評価され、
キャリア教育文部科学大臣賞を受賞しました。この取り組み
は、JA 菊池や旭志青年部と協力し、農家の下で2日間の農
業体験を行うもので、32年間継続して実施されています。

地元の魅力を再発見するキャリア教育
２月12日　旭志中学校

堤
つつみ

照
てらす

さん（栄町）が金の屏風を準備し、全員で記念撮影を行いました

　卒園する年長組と栄町サロン会とのお別れ会が開催され
ました。サロン会から鉛筆、園児たちは手作りの花飾りを贈
り合うプレゼント交換をした他、お互いの自己紹介では園児
たちが小学校での抱負を話しました。

園児の門出を祝って
２月１９日　第2さくら幼楽園

同協会の坂
さか

本
もと

榮
えい

子
こ

副会長による琴の演奏体験もあり、参加者からは
「とても楽しかった。また参加したい」といった感想が聞かれました

　外国籍を含む住民１５人と同校の生徒約２０人が、けん玉
やあやとりなどの日本の遊びで交流しました。遊びの他にも、
生徒によるバトントワリングの披露や同協会の合

ごう

志
し

和
かず

洋
ひろ

会
長による和太鼓体験などを行いました。

外国人と楽しむ日本の遊び
２月１４日　菊池国際交流協会・菊池女子高等学校

踊り手は女装と化粧をした男衆で、讃頭の歌に合わせて太鼓を叩き
ながら舞います

　玉祥寺区の春日神社で玉祥寺このみやおどり（市指定無
形民俗文化財）が奉納されました。踊り手が、どてら・編み笠・
頭陀袋を身に着け、背中に杵を背負った二人の御大将の前
で舞いを披露しました。

玉祥寺このみやおどりの奉納
２月27日　玉祥寺区

ハープとフルートの音楽にのせて「よだかの星」を朗読

　隈府小学校で本と音楽を掛け合わせた読み聞かせが行わ
れました。「よだかの星」の朗読に合わせ、多

た

田
だ

友
ゆ

里
り

恵
え

さん（合
志市）がハープを、糸

いと

岡
おか

久
く

美
み

子
こ

さん（北原）がフルートを演奏。
参加した児童たちは本の内容と音楽に聞き入っていました。

朗読と音楽で物語の世界へ
２月17日　隈府小学校

　　バンド演奏を披露する菊池市老人クラブ連合会の皆さん

　泗水ホールで第17回老人クラブ芸能大会が開催されまし
た。各地区で活動している老人クラブ会員の皆さんが、歌
や踊り、寸劇、紙芝居などを発表。観客からは、熱演に対し
て惜しみない拍手が送られました。

19団体、延べ84人が演奏や踊りを披露
３月１日　老人クラブ芸能大会

菊池市むつみ会は、会員の教養・健康・福祉を高めるためのさまざま
な活動をしています

　菊池市むつみ会にコメリ緑育成財団から緑資金が贈られ
ました。同会はボランティアで泗水体育館前のプランター
に花を植えたり、草取りを行ったりしています。緑資金は、花
や緑にあふれるふるさとづくりのため活用する予定です。

コメリ緑資金目録贈呈式
２月13日　菊池市むつみ会

県内や姉妹・友好都市の小中学生から、俳句7264句、短歌3426首、
合計1万690点の作品が寄せられました

　「万句のふるさと菊池」の表彰式が七城公民館で開催され
ました。第21代菊

きく

池
ち

重
しげ

朝
とも

公が行ったとされる「菊池万句」に
ちなんで市教育委員会が毎年実施しており、今回で記念す
べき20回目を迎えました。

第20回「万句のふるさと菊池」表彰式
２月16日　短歌・俳句に親しむ　　　　 （関連14㌻）

この有機米は、化学的に合成された肥料や農薬を一切使用せずに育
てられた、環境への負荷に配慮した安心安全なコメです

　「物価高騰の影響を受けている、ひとり親世帯の皆さんを
応援したい」と、㈱有機農場の高

たか

野
の

三
み

喜
き

夫
お

代表（写真㊨）が
市に有機米約2.9㌧を寄贈しました。寄贈された有機米は、
市からひとり親世帯に５㌔ずつ配布しました。

有機米で、ひとり親世帯を応援
２月27日　㈱有機農場

立門区の渡
わた

邉
なべ

明
あき

人
と

区長㊨は、「地域住民の集いの場となっています。
毎年、花見の時期が楽しみです」と話しました

　市では「桜の里プロジェクト」として、平成25年度の事業
開始以降、計1138本の植樹が行われています。令和７年度
は立門区、鳳来区、高田区、内島区、福本一区で計14本の
植樹が行われました。

日本一の桜の里づくりを目指して
２月17日　桜の里プロジェクト

㊧から赤
あか

星
ほし

武
たける

さん（七城中２年）、旭志湯舟区子ども会工
く

藤
どう

翔
しょう

人
と

さん
（旭志小４年）、工

く

藤
どう

桐
きり

さん（旭志小２年）、坂本会長

　菊池教育会（坂
さか

本
もと

敏
とし

正
まさ

会長）が、菊池郡市の小中学生の善
行をたたえ、５個人・団体を表彰。里仁賞は論語の言葉に基
づき、人の模範になる行いをしている人を表彰するもので、
市内からは１人と１団体が受彰しました。

小中学生の善行をたたえて
２月27日　菊池教育会「里

り

仁
じん

賞」表彰式

山野さんは「乳幼児がいる家庭は栄養の悩みが多いと思うので、そ
の悩みに寄り添った活動を続けていきたいです」と話しました

　栄養士の山野千代美さんが、令和７年度熊本県医事・薬
事・健康づくり功労者及び優良団体等知事表彰を受賞。子
育て支援センターや子ども園での食育活動、学校や歯医者
などでの食育講話など、地域での活動が評価されました。

山
やま

野
の

千
ち

代
よ

美
み

さん（築地）が受賞
2月13日　県医事・薬事・健康づくり功労者表彰
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※ホームページにもトピックスを掲載しています。ぜひご覧ください
　市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

※��イベント当日は、市広報や市ホームページ、各種媒体などへの掲載のほか、市のPRのために
撮影や取材を行うことがあります。撮影、取材へのご理解・ご協力をよろしくお願いしますまちの話題

吹奏楽を披露する菊池市民吹奏楽団・菊池女子高校吹奏楽部

　令和７年度菊池市教育委員会指定自主事業として、第４３
回きくち音楽まつりが開催されました。当日は、観客も器楽
演奏や合唱の歌声に合わせて手拍子を行い、会場が一体と
なって盛り上がりました。

市内１３団体による音楽交流
３月15日　きくち音楽まつり

地域の文化振興と魅力発信に大きく貢献したとして、境名誉教授（前
列㊥）とプロジェクトに協力した学生に感謝状を贈呈しました

　熊本学園大学の境
さかい

章
あきら

名誉教授と学生３人の協力により、
菊池ふるさとかるたのデジタル版が完成しました。スマート
フォンやパソコンで、かるたを楽しむことができ、郷土の魅
力を次世代へ伝える取り組みとして活用していきます。

菊池ふるさとかるたをデジタル化
３月１１日　熊本学園大学　　　　　　  （関連８㌻）

相
あい

垣
がき

由
ゆ

紀
き

夫
お

社長（㊨から２番目）と工務店の皆さん

　㈲相垣工務店（高野瀬）が地域貢献の一環として、老朽化
が進んでいた菊池公園の木製ベンチを修繕しました。これ
により、安全で快適に利用できるようになり、憩いの場とし
て親しまれています。

老朽化していたベンチが再生
３月１3日　菊池公園

毎週㈪㈬㈭㈮の午後6時30分から泗水武道館で稽古をしています。
見学だけでも構いませんので気軽にお越しください

　泗水武道館で泗水町少年剣道大会が開かれ、泗水町の小
中学生27人が参加しました。また、面と小手に着けた紙風
船を割る剣道体験会も同時開催。子どもたちは勢いのいい
音を武道館に響かせていました。

小中学生が稽古の成果を発揮
３月１４日　第36回泗水町少年剣道大会

寄付された花苗は市内の「グリーン市民」登録団体に配布され、各
地で花や緑を育む活動に活用しています

　㈱九州野菜育苗センター（出田）は、令和３年度から１０回
にわたって市に花苗を寄付しています。地域の緑化活動に
大きく寄与したとして江

え

頭
がしら

実
みのる

市長から竹
たけ

内
うち

宏
ひろ

典
のり

社長（写真㊥）
と友

とも

松
まつ

公
こう

一
いち

農場長（写真㊨）へ感謝状を贈呈しました。

地域の緑化活動に寄与
３月１２日　㈱九州野菜育苗センター

工
く

藤
どう

健
けん

正
せい

さん㊨
（清子さんの夫）

　故工
く

藤
どう

清
きよ

子
こ

さん（湯舟）と緒
お

方
がた

有
ゆ

希
き

さん（栄町）に特別表彰
を授与しました。工藤さんは、長年、市の農業振興および男
女共同参画の推進に大きく貢献。緒方さんは、第1回全日本
選抜女子剣道七段優勝大会で優勝しています。

２人の市民に市から特別表彰
３月１２日　功績をたたえて

緒方有希さん㊨

先日はオーストラリアからの訪問があり、海外の人にも楽しまれて
います。公開期間：5月末まで。㈮㈯㈰㈷午前10時30分～午後4時  
ところ：坂本さん宅（隈府1604-4）

　隈府の商店街では、昭和40年代頃まで子どもたちが中
心となって、草や木などの自然の材料で箱庭を作っていまし
た。当時を知る坂本さん夫婦が、９年前から毎年テーマを決
めて自宅や店舗などで箱庭を制作し、一般公開しています。

箱庭で「時
と

代
き

の春 昭和」を再現
４月６日　坂

さか

本
もと

博
ひろし

さん・榮
えい

子
こ

さん夫婦（高野瀬）

信岡さん㊥は、「消防団で培った経験を今後も地域で生かしていき
たい」と抱負を述べました

　令和７年秋の叙勲において、信岡富登志さん（上赤星）が 
瑞宝単光章を受章しました。信岡さんは菊池市消防団で28
年間活動。そのうち12年間は、副団長として昼夜を問わず
火災予防や災害時の対応に尽力してきました。

信
のぶ

岡
おか

富
ふ

登
と

志
し

さんが瑞宝単光章を受章
３月９日　令和７年秋の叙勲

山口さんは「決勝戦で負けてしまったので、中学生になっても頑張り
たい」と話しました

　山口夢友さん（菊池北小学校６年生、ソレッソ熊本所属）が
JFA第49回全日本U-12サッカー選手権大会で準優勝しま
した。決勝はPK 戦の末、3-2で惜敗。山口さんは、全国大
会では３得点をあげる活躍を見せました。

山
やま

口
ぐち

夢
ゆめ

友
と

さんが全国大会で準優勝
３月６日　準優勝を報告

区長の船
ふな

津
つ

孝
たか

浩
ひろ

さんは「最近は転入者が増えているので、このお便
りが大事なつながりの場です」と話しました

　東原だよりは1990年より発行され、４００号を達成しました。
過去に作成を担った中

なか

山
やま

清
きよ

泰
やす

さんは「当時は、どんな内容を
お知らせするか常にアンテナを張っていました。今もこのお
便りで区の情報が届くので助かります」と話しました。

「東原だより」が400号を達成
３月５日　東原区

坂本会長は「塾での学びや体験を、子どもたちの今後の人生に生か
してほしいです」と話しました

　菊池教育会（坂
さか

本
もと

敏
とし

正
まさ

会長）が主催する「こども論語塾」
の修了式があり、２４人が修了証を受け取りました。親子で
孔子の教えを学び、言葉の使い方や人間性を養うことを目
的に毎年行われ、昨年度は全１０回の講座が開催されました。

こども論語塾の修了式
３月８日　論語の教えを親子で学ぶ　   （関連２３㌻）

内
うち

田
だ

智
とも

三
みつ

副支部長㊧は「子どもたちが交通事故に遭わず、楽しい学
校生活を送れることを願っています」とあいさつしました

　（公財）熊本県トラック協会菊池支部が、今年4月に菊池郡
市の小学校へ入学する児童約2千人を対象に交通安全用品
として連絡袋を贈呈しました。同会が社会貢献事業として毎
年行っており、今年で17回目です。

新入学児童へ交通安全用品を贈呈
３月4日　子どもたちの安全を願って
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市長からのメッセージ

江頭  実vol.145

これまでの記事はホームページで見ることが
できます。ホームページ→「市長室へようこそ」
→「市長メッセージ」

※�

県
推
計
人
口
調
査
結
果
報
告（
２
０
２
４
年
10
月
～
２
０
２
５
年
９
月
）よ

り
。
な
お
、本
市
の
２
０
２
５
年
１
月
～
12
月
は+

３
８
４
人

休日在宅当番医 当番医や薬局は変更される場合があります。最新情報は、各ホームページ（下記二次元コード）
や菊池郡市医師会テレホンサービス（歯科と薬局は除く）☎0968(25)３３００でご確認ください。
電話での対応ができない医療機関もあります。

※�当番薬局は菊池市のみ掲載しています。合志市・菊陽町・大津町の当番薬局は
薬剤師会のホームページをご覧ください。

菊池郡市
医師会

菊池郡市
歯科医師会

菊池郡市
薬剤師会

5月17日
㈰

よしもと小児科（小・ア） 菊陽町 096（233）2520
みやがわ内科・糖尿病内科（内・循） 合志市 096（248）2155
岸病院（外・内） 菊池市 0968（38）2750
そうま眼科（眼） 菊陽町 096（340）5520
もとだ歯科医院 菊池市 0968（38）6373
西本真生堂薬局泗水店 菊池市 0968（38）7031

5月24日
㈰

ひかりヶ丘眼科・内科医院（内・眼） 合志市 096（348）6305
たしろクリニック（胃内・内・肛・ア） 大津町 096（340）3220
岩根クリニック（胃外・外・消外） 菊池市 0968（25）4230
菊池眼科（眼） 菊池市 0968（25）5678
たかはし歯科医院 菊池市 0968（38）5199
菊池中通り薬局 菊池市 0968（23）7501

5月31日
㈰

みやの小児科（小） 合志市 096（248）5800
みずの内科・血圧心臓クリニック（循内・内）合志市 096（248）3355
たがみクリニック（胃内・外） 菊池市 0968（24）5353
大津なかしま眼科（眼） 大津町 096（293）3383
たなか歯科 合志市 096（248）3620
きくちドライブスルー薬局 菊池市 0968（25）2223

5月3日
㈰㈷

菊陽中部クリニック（内） 菊陽町 096（232）1566
ナカシマセブンクリニック（内） 合志市 096（288）0777
川口病院（外・内・整） 菊池市 0968（25）2230
岩上眼科（眼） 大津町 096（293）2053

5月4日
㈪㈷

まつもとこどもクリニック（小・ア）  合志市 096（338）8960
しばた内科クリニック（内・呼内・消内・ア） 大津町 096（293）2050
岩本整形外科（整・リハ・リウ） 合志市 096（223）8899
岸眼科（眼） 菊池市 0968（38）0075
西本真生堂薬局泗水店 菊池市 0968（38）7031

5月5日
㈫㈷

ちとせ循環器内科（内・循内） 合志市 096（273）7227
東熊本第二病院（内） 菊陽町 096（232）3939
かとう整形外科光の森（整） 菊陽町 096（349）2255

5月6日
㈬（振休）

古賀医院（内・循・小） 菊池市 0968（38）2222
山岡胃腸科内科（内・胃内・消内） 合志市 096（248）9001
あらいクリニック（内・外） 大津町 096（293）2358
菊陽レディースクリニック（産・婦） 菊陽町 096（213）5656
泗水よしとみ薬局 菊池市 0968（38）1770

5月10日
㈰

大森医院（内・麻） 合志市 096（248）0003
ハル内科皮フ科クリニック（内） 菊陽町 096（232）8383
後藤整形外科医院（整・リハ） 菊池市 0968（25）2906
みみ・はな・のどコバクリニック（耳） 菊池市 0968（24）2551
わたなべ歯科 大津町 096（293）2325
愛薬局 菊池市 0968（24）2641

申込期限　5月10日㈰ ※窓口は11日㈪　  
申込方法　市長公室または各支所の広報担当まで申
し込んでください。ホームページからも応募できます。
問い合わせ先　市長公室 ☎0968（25）7252

令和8年6月中に誕生日を迎える３歳までの子どもの写真
を募集しています! （先着24人）

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？

子育て中の親子が安心して立ち寄ることができる
施設を｢赤ちゃんの駅｣として募集・登録しています。
施設一覧はホームページをご覧ください。
問い合わせ先
子育て支援課こども家庭支援係 ☎0968（25）7214

施設から一言
田島保育園内併設の学童
です。友達と思い思いに遊
び、時にはケンカしながら
も楽しく過ごし、園児との優
しいふれあいもあります。

施設から一言
母乳育児相談や妊婦さん・
ママの骨盤ケア、ベビーケ
アを行っています。一人で
悩まずに、気軽にご相談く
ださい。抱っこや寝かせ方
などもアドバイスいたします！

放課後児童クラブ
たしまっ子

未来助産院

泗水町田島５８４-１
☎0968（38）2802

泗水町吉富２６８４
☎090（4993）2595

㈪～㈮ 午前９時～午後５時
※訪問ケアで不在の場合あり

㈪～㈯ 午前７時～午後７時
　　　　  授乳の場、おむつ交換
の場、ミルク用のお湯の提供

　　　　　授乳の場、おむつ交換
の場、ミルク用のお湯の提供

利用時間 利用時間

利用内容 利用内容

ホームページ

野
の

田
だ

宗
そう

汰
た

ちゃん（隈府）

3歳 R5年5月22日生まれ

じ
っ
ち
ゃ
ん
ば
っ
ち
ゃ
ん

い
つ
も
あ
り
が
と
う
♥

大
好
き
♥

小
こ

筏
いかだ

紗
すず

凪
な

ちゃん（吉富）
2歳 R6年5月27日生まれ

ね
え
ね
達
、こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
遊
ん
で
ね
ー
♥

松
まつ

永
なが

知
と

喜
き

盛
もり

ちゃん（吉富）

2歳 R6年5月19日生まれ

マ
マ
、パ
パ
、

じ
い
ち
ゃ
ん
、ば
あ
ち
ゃ
ん

大
好
き
だ
よ

濵
はま

田
だ

　 希
のぞみ

ちゃん（吉富）
1歳 R7年5月22日生まれ

つ
む
ち
ゃ
ん

だ
ー
い
す
き
♥
♥
♥	

寺
てら

井
い

叶
かの

羽
は

ちゃん（亘）
1歳 R7年5月15日生まれ

じ
い
じ  

ば
あ
ば

ダ
イ
ス
キ
♥

松
まつ

永
なが

和
わ

果
か

ちゃん（吉富）
1歳 R7年5月7日生まれ

か
ぼ
ち
ゃ
と
バ
ナ
ナ
が

だ
ー
い
す
き
♥

中
なか

山
やま

晴
はる

斗
と

ちゃん（赤星）
3歳 R5年5月12日生まれ

そ
う
ま
く
ん

お
兄
ち
ゃ
ん
と
い
っ
ぱ
い

あ
そ
ぼ
ー
ね
☆
😊

松
まつ

村
むら

汐
し

恩
おん

ちゃん（吉富）
1歳 R7年5月13日生まれ

ゆ
う
ち
ゃ
ん

大
好
き
♥

佐
さ

藤
とう

寿
じゅ

俐
り

ちゃん（吉富）
1歳 R7年5月2日生まれ

じ
い
ち
ゃ
ん
達
の

お
野
菜
大
好
き
♥

い
つ
も
あ
り
が
と
う
♥

福
ふく

山
やま

依
え

茉
ま

ちゃん（隈府）

1歳 R7年5月30日生まれ

ひ�

ま
ね
ぇ
♥
は
る
ね
ぇ
♥

る
い
に
ぃ
♥
こ
う
ち
ぇ
♥

大
好
き

戦略と団結の力

昨年、県庁で行われた立地協
定協定式（九州柳川精機㈱）

◆
４
年
前
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
熊
本
第
１
工
場
の
着
工
以
来
、

周
辺
地
域
は
激
変
し
て
き
ま
し
た
。
関
連
工
場
が
進

出
し
、住
居
や
ア
パ
ー
ト
も
急
増
。
本
市
は
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

な
ど
半
導
体
産
業
の
集
積
地
域
か
ら
は
少
し
離
れ
て

い
ま
す
が
、こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
、努
力
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
◆
特
に
工
場
を
誘
致
す
る
絶
好
の
機

会
で
す
が
、幸
い
に
も
旭
志
地
区
に
大
規
模
な
県
営

工
場
団
地
を
造
成
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
、県

と
う
ま
く
す
み
分
け
を
し
、①
「
工
場
団
地
の
造
成
」

は
せ
ず
に
、既
存
の
市
営
工
場
団
地
周
辺
を
民
間
投

資
に
よ
り
拡
充
す
る
②
そ
の
分
の
資
金
と
体
力
を「
住

宅
開
発
の
誘
致
」に
振
り
向
け
る
③
特
に
過
疎
地
域

と
な
っ
た
旭
志
地
域
を
住
宅
促
進
の
重
点
地
域
と
す

る
④
そ
の
た
め
に
同
地
域
に
商
業
施
設
を
誘
致
す
る

⑤
小
規
模
校
の
周
辺
に
も
住
宅
を
促
進
す
る
⑥
こ
れ

を
実
現
す
る
た
め
に
、住
宅・商
業・工
業
の
各
ゾ
ー
ニ

ン
グ（
対
象
地
域
）を
定
め
、補
助
金
に
よ
り
効
率
的

に
誘
導
す
る
戦
略
と
し
ま
し
た
。
◆
そ
の
結
果
、過

去
４
年
間
連
続
し
て
、転
入
者
が
転
出
者
を
上
回
る

「
社
会
人
口
増
」
を
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
過
去

25
年
間
一
度
も
な
か
っ
た
こ
と
で
、し
か
も
増
加
幅
は

毎
年
拡
大
。
ま
た
、熊
本
市
を
除
く
県
内
13
市
の
中

で
昨
年
社
会
人
口
増
を
果
た
し
た
の
は
、合
志
市（+

４
５
８
人
）・
菊
池
市（+

３
５
６
人
）・
阿
蘇
市（+

30
人
）の
３

市
の
み
で
し
た（
※
）。
◆
工
場
へ
の
投
資
額
も
記
録
的

な
増
加
を
示
し
ま
し
た
。
本
市
合
併
後
の
約
20
年
間

を
５
年
ご
と
に
見
る
と
、97
億
円（
２
０
０
６
～
２
０
１
０
年
）、

１
４
２
億
円（
～
２
０
１
５
年
）、２
５
７
億
円（
～
２
０
２
０
年
）、

１
６
５
３
億
円（
～
２
０
２
５
年
）と
着
実
か
つ
顕
著
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
成
果
は
、戦
略
と
県
と
の

連
携
、関
係
市
議
の
理
解
、そ
し
て
職
員
の
頑
張
り
、

い
わ
ば「
チ
ー
ム
菊
池
」の
団
結
力
の
お
か
げ
で
す
。
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